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Excel2000用（多分2002、2003、2007、2010、2013、2016もOKだと思います）

「関数なし」「VBAなし」での「10倍以上のデータ管理の効率化」を「逃さない」ため

あるいは、ExcelからAccessへの移行をできるだけ簡単にするため、の

「Microsoft Query」の使い方

～Excelで学べる（パソコン教室では教えてくれない）、

「データ管理の基礎」とAccessクエリ「似」のデータの集計・ピックアップ操作法～

～Excelで学べるリレーショナル・データベースの基礎～

★対象読者

○中小・零細企業、SOHOの経営者

○初級システムアドミニストレータ資格を取りたての方、目指している方

○小部署のリーダーの方

○「上司」と呼ばれたことのある方

○営業、その他、集計・分析をスピードアップしたい方

○小規模システムの自社内SE

○自社システム外注の依頼担当者の方

○システム業者の方（お客様のために。自分たちを理解してもらうために。）

★読まれるとよいタイミング

○「一般的なExcelの基礎」を少し勉強した段階で、同時に。（本書がExcelの「真の基礎」です。）

○システム構築に関する学習の過程で。

○自社内の小規模システムを構築する前のテストとして。

○Excelでの通常のデータ管理の限界を感じたとき。

○「できる上司」（？(^^)）の「常識」として、いつでも。データ整理・管理の世界標準の「基本を知る意味で。

（簿記と同じようなレベルのデータ管理の世界標準手法です）

※文中の「ページ数や見出し文字列の部分」はCtrlキーを押しながらクリックするとそこへジャンプできます。

もとに戻るにはAltキーを押しながら←キーを押します。（Alt＋←キーは、目次との行き来にも使えます）
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第1章 Microsoft Queryとは？

Microsoft QueryとはAccessで言うところの「クエリ」と同じような機能です。

Excelで使える（リレーショナルな）SQL、という感じです。

条件別のデータ抽出、つまり、Excelでの「フィルタ」機能と同じような機能です。

フィルタと違うのは、２枚以上の表を同時に扱えるということやSQLが使えることです。

Excelでは「データ」「外部データの取り込み」「新しいデータベースクエリ」から操作することができます。

ピボットテーブルと連携させれば、「Accessなし、関数なし、VBAなし、」でも「データ抽出の効率が驚くほどアップする」というのがこの機能のミソです。

ピボットテーブルと連携して使うこともできます。

Accessの「クエリ」という機能とほとんど同じなので、データ量が少ない場合ならAccessを購入しなくても事足りるケースもあります。

ピボットテーブルとの連携により、Accessなし、関数なし、VBAなし、でも、データ抽出＋分析の効率を驚くほどアップすることができます。

「クエリ」は自由な条件設定による「データ抽出（照会）」機能のことです。

第1節 Microsoft Queryでできること

「リレーションを組む」＝大雑把に言うと、複数の表を紐付けして連携させること。「リレーショナルデータベース」と合わせて65ページの『「リレーショナル・データベース」について』、あたりをご参照ください。

一番大きな特徴は「Accessのようにリレーションを組むことができる」という部分です。

インデックスの設定などはできませんが、Excel上でリレーショナルデータベース的な操作をしたいときに非常に役に立ちます。

この機能とピボットテーブルを利用することを前提として、最初からExcelにデータを蓄積していけば、無駄な関数や各種操作を覚えずに済む場面が増えます。

「インデックス」＝データベース上の検索や抽出を高速化する仕組み。索引機能。

つまり、多くのExcelユーザーが通常「関数」で処理していることを関数を使用せずに、ドラッグやコピペなどで操作することができます。

大雑把ですみませんが、ほかにも次のようなことができます。

Chapter1 複数の表を使った、「ベン図の掛け合わせのようなデータ抽出（リストアップ）」がドラッグだけででできる（リレーション機能）

参考→74ページ「リレーションとベン図」

Chapter2 条件抽出した表をもとに、ちょっとした四則演算もできる（主に各行合計計算。Excelのセル計算のような感じ。）

Chapter3 グループ化することで、各項目ごとの中計、や総計、を出すことができる

Chapter4 標準画面では難しい抽出は「SQL画面」でSQL命令を書くことでできる場合もある

Chapter5 SQL命令文の中で、VBA側の組み込み関数が使える

Chapter6 結果の表をピボットテーブルのソースとして使える

このツールに慣れておくと、Accessへの移行も幾分か楽になります。

移行が楽になるのは操作だけではなく、データ構造やデータそのものもです。

他人に移行してもらうにしても、打ち合わせ時間が大幅に短縮でき、移行コストが圧縮できます。

第2節 Microsoft QueryとAccessについて

Microsoft Queryは、Accessに装備されている「クエリ」という機能とほとんど同じです。外観も操作性も。

言い換えると、『 Microsoft Query を使えば、Accessを持たないExcelユーザー（およびPC）でも、Accessとほぼ同等のデータ抽出ができる 』ということです。

それでも使い道は結構あると思います。

（ただし、インデックスの設定ができないので10万件を超えるような大量データの扱いでは、動作が結構遅くなります）

また、Microsoft Queryでは他のデータベース、例えばOracleやSQL Server、MySQL、などとも接続ができます。

今もMySQLに接続できるのかな？これを書いた当時はできました。

Microsoft Queryがあり、既存の何らかのデータベースがあれば、Accessが無くもて、初心者の方でも比較的容易にデータ抽出や集計（それにもとづく分析）ができます。

第3節 Accessの「クエリ」との違い

ヘルプによると使える関数はODBCドライバがサポートしているものだけ、だそうです。

Access（その他）のクエリでは、クエリ内で文字列操作などの組み込み関数はもちろん、自作関数が自由に使えますが、MicrosoftQuery内では一部の組み込み関数しか使えません。また、Accessのクエリがソースの場合、Accessクエリ側の内部においてはIIFやLeftなど、AccessVBAとExcelVBA共通の関数なら使えますが、それ以外だと使えません。クエリをMicrosoft Queryに読み込む時点で「そんな関数は無い」という旨のエラーが出ます。（Excelワークシート関数も使えません。）

Excel2007以降は、

100万件まで返ってきます。
ただ、例えばAccessのデータを吸い込んで15万件くらいを返すのに、1分から2分くらいかかります。
あまり時間がかかってしまうようならAccessや他のデータベースソフトに移行するのもいいと思います。

なお、Excel2000のMicrosoft Queryは、その画面の中では4096件までしか表示されなかったりもします。（4096件のお話はMicrosoft Queryの中だけのお話です。Excelにデータを返す際は4096件以上、Excelのバージョン上の制限の件数まで返せます。例えば バージョン2003までは65536件まで、データが返ってきます。それ以上になるとエラーになり、65536件までが表示されます。

ただ、それらはExcelに表示された結果を操作することで補えます。詳しくは後述します。あと、Accessクエリ経験者はMicrosoft Queryにすぐなじめます。

第4節 「フィルタ」機能との違いと効率の違いについて

前方一致、部分一致などでの抽出や並べ替えができるのはフィルタ機能もMicrosoft Queryも同じです。

また、「フィルタオプション設定」の条件設定方法のニュアンスが少し似ています。

なので、それを経験された方は Microsoft Queryに割と早くなじめると思います。

違うところといえば「リレーション」が設定できる点、また、リレーションにより、複数の表を同時に扱うことができる点、SQLが使える点、同時に計算もできる点、等々でしょうか。

Microsoft Queryは、「複数の表を掛け合わせた状態で、さらにフィルタをかけられて、さらに同時に計算もできる機能」といった感じです。

Excelのフィルタ機能では1枚（＝単一）の表に対して条件抽出をしますが、Microsoft Queryの場合は、複数の表をかけあわせて、条件に合致した部分やしない部分を抽出できます。

また、Microsoft Queryでは「複数の条件でデータを絞り込みながら、同時に集計もする」ということができますが、フィルタ機能ではそれができません。

あと、フィルタ機能は結果をピボットテーブルのソースにすることができませんが、Microsoft Queryではできます。ここが結構大きいです。

以上のようなことが、抽出作業・集計作業をかなり効率化します。

2倍から10数倍、場合によっては30～50倍以上の効率化（時間短縮、分析、等々）を実現することができます。

第5節 ピボットテーブルとの関係についてと効率アップについて

Microsoft Queryでの抽出結果をそのままピボットテーブルのソースとすることができます。それにより、データ集計や分析の効率化を図ることができます。

Microsoft Query単独でのデータ集計や分析よりも、2倍から10数倍、場合によっては30～50倍以上の効率化（時間短縮）を実現することができます。

第2章 Microsoft Queryを使う前の準備

第1節 概要

本サンプルでは、テーブル定義したExcelファイルを別のExcelファイルからのぞきに行って、そこでMicrosoft Queryを使います。

※注意

テーブル定義したExcelファイルを配置換えすると、あとあと非常に面倒なので、テーブル用のExcelファイルの位置は絶対に動かさなくても済む場所が良いと思います。

例えばマイドキュメントよりは各ドライブのルートに置くほうが良いと思います。

例えば Dドライブに「Data01」というフォルダを作ってその中に配置するなどが良いと思います。

Windowsの再インストールなどにも影響を受けませんし、今時Dドライブがないパソコンも少なくなってきているでしょうから・・・。

Chapter1 構造例

今回は下図のような構造のミニデータベースを作成します。

（実際にサンプルを動かしてみたあとでこの図を見たほうがよいかもしれません。）

実表（下図薄緑）の部分は、今回はExcelファイルに接続しますが、AccessやSQL ServerなどでもOKです。

また、抽出・分析用の「q.xls」の部分は1つである必要はなく、作りたいだけ（分析したい数だけ）作ることが可能です。

ただし、「シングルユーザー利用としてのみ」と考えてください。
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Chapter2 なぜデータ入力専用のExcelファイル（テーブルファイル）を作るのか？

なぜデータ入力専用のExcelファイル（テーブルファイル）と、データ抽出＋集計専用のExcelファイルに分けるのか…。

端的に言いますと、そのほうが管理しやすいからです。

データのファイルと集計ファイルをいっしょにするということは、それだけ1つのファイルに複数のシートが、しかも大量のシートが出来てしまうからです。

特にWindows2000＋Excel2000では。

MicrosoftQueryではクエリのそのまたクエリのそのまたクエリ・・・というように、クエリを何階層にも重ねて抽出・実行することができます。

その際に、1つのファイル内ですべてを行おうとするとわけがわからなくなります。

そのため、テーブル専用のファイルと、集計専用のファイルを分け、なおかつ、集計専用のファイルも在庫表なら在庫表。顧客別売上なら顧客別売上、という風に、データ抽出＋集計専用のExcelファイルをいくつかに分けておきます。
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そのほうがあとあとのメンテも楽ですし。

また、たまに特定のファイルの特定のクエリだけ、MSQueryの編集速度が異常に遅くなることがあります。

その際にも全てのファイルが1つにまとまっていると、道連れに「不都合の連鎖」が起こることがあります。そのようなことを避けるためにも、機能別にファイルを細かく分けておいたほうが扱いやすいです。

マルチユーザー（複数人同時利用）の面からもそうしています。

どうにも動作速度が遅くなったら、すべてを独立したファイルに分けてやることを考えたほうがいいのかもしれませんが、そのときはもうAccessを使うほうが早いし、速い、かもしれません。

なお、Accessでやるときも同じようにテーブル専用のファイルと分析や入力フォーム専用のファイルとを分けます。絶対にそうしないといけないわけではありませんが、やはりメンテやその他の問題からそうしたほうが便利かつ時間的コストが節約できるからです。

第2節 「テーブル」の作成（定義）

同梱の「QryTest.xls」を使えばいいので、テーブルの作成は特には何もしなくてもいいのですが、もし自作したい場合は、以下のようなことに注意して自作してみてください。

まず、「テーブル」とは「表」のことです。

一般的なデータベースで言うところの「テーブル」です。

レコード（行）とフィールド(列)からなる、並べ替えのできるシンプルな構造の表のことです。

Excel2007では「テーブル機能」が標準装備されましたが、2003まではその機能がありません。ですのでかわりに「シート丸ごと」をテーブルと見たてます。

この場合、表の周囲に空白セルの領域があってもエラーになりません。

シートにテーブルの名前を付け、それをMicrosoft Queryで「システムテーブル」として読み込みます。

なお、Excelでの表を「テーブル」として扱うとき、もうひとつ、

★OFFSET関数などを利用して表の範囲に名前を定義して「テーブル」とみなす

という方法もあります。

が、この方法の場合、列が増えたり減ったりすることを想定した時に少々不便なのでここでは使いません。

列や行の増減を想定し、かつ、考慮に入れた上で表の名前を定義すると、なぜかMicrosoftQueryがテーブルとして認識してくれないからです。

また、他のxlsファイルから「テーブル」を読みにいく場合はよいのですが、自ファイル内のテーブルを読みにいく場合にピボットとの連携で不都合が生じることもあります。

クエリは・・・

＝実表をある条件で絞り込んだり加工したりしたその結果の表

＝仮想表

＝Microsoft QueryがExcelに自動転記する条件絞込み結果・・・
と思ってもらっていいです。

ただし、ピボットテーブルのソース（元情報）に、クエリの結果を使う場合には非常に便利なので、その時には、このOFFSET関数等を利用する方法を用います。

ピボットテーブルのソースにする表は、表の周囲に空白セルの領域があるとエラーになってしまいますが、この方法だと、表の周囲の空白セルを表範囲に含めずに（つまりきちんと除外して）表の定義ができます。

第1項 実際の設定方法

ピボットのソースのときに使える「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」だとエラーになってしまうので、このような方法を取っています。

Chapter1 件数が多い明細表を設定する場合

日々、あるいは、毎時、毎分、データがたくさん追加される明細表のことを「トランザクションテーブル」と呼びます。

ここでは「経費明細」というトランザクションテーブルを作成します。

以下のような表があったとします。
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各列のデータの型をきちんと揃えます。

以下のような形でテーブルを定義します。

●シート名（これがテーブル名となります）：経費明細

●各列のデータ型（書式設定での「表示形式」設定）

日付：ユーザー定義（yyyy/mm/dd）、科目：文字列、金額：通貨、

備考：文字列、提出者：数値型

※列丸ごとを選択して書式設定で設定します。

Chapter2 件数が頻繁には増えない「台帳（マスタテーブル）」を定義する場合

件数がやたらとは増えない「台帳（参照モト）」のようなテーブルを

「マスタテーブルと呼びます。

ここでは「従業員マスタ」というテーブルを定義します。

次のような表があったとします。
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これを次のようにテーブル定義します。

●シート名（これがテーブル名となります）：従業員マスタ

●各列のデータ型（書式設定での「表示形式」設定）

従業員番号：数値、部署：文字列、役職：文字列、氏名：文字列、

年齢：数値、経費上限：通貨

※これも列丸ごとを選択して書式設定で設定します。

繰り返しになりますが、以上は同梱の「QryTest.xls」の中にすでに作ってあります。

それをそのまま使う場合は、この部分はスルーして頂いても大丈夫です。

ただ、重要な部分ではありますので、あとで詳しく勉強したい場合に使ってください。

第3節 作成したテーブルファイルの配置

Dドライブに「Data01」というフォルダを作ります。

Dドライブがない方はCドライブ作成し、適宜読み替えてください。

そしてテーブルファイルの名前を「QryTest.xls」という名前にして、その中へ格納します。

念のためコピーファイル（バックアップファイル）を1つ作成しておきます。（QryTest_back.xls）
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もちろん、同梱の「QryTest.xls」を使ってくださっても大丈夫です。

以上で準備は完了です。

Chapter1 データ配置時の注意

xlsファイルを何らかのフォルダに格納せずに、また、起動ドライブのルートに直接配置するとMicrosoftQueryを次回使うときに下図のように、どの表を使っているのかがわからなくなることがあります。

このとき、メニューのボタンもBeep音が出るだけで使えません。
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作り込んでからこのような状態になると非常に面倒ですので絶対に起動ドライブのルートにはテーブルのxlsファイルを置かないようにしてください。

（※Excel2000SR-1だけの現象かもしれません）

第3章 Microsoft Queryの使い方

ここでは任意のxlsファイルから、D:\Data01にある、「QryTest.xls」のデータを読みに行く例をご紹介ししながら、Microsoft Queryの使い方についてお話をします。

なぜこのように2つのxlsファイルに分けたかといいますと、そのほうがエラーが少ないからです。皆さんの環境次第（Excelのバージョン等）ではエラーが出ないかもしれないのでその場合は1つのファイルでやってもOKかもしれません。

ただ今回は分けてやります。

新規の空のxlsファイルを作成します。名前はとりあえず「q.xls」とでもしておきます。

「q.xls」はどこに配置してもOKです。

デスクトップなどでもOKですので今回はそこに作ります。

第1節 単一表の操作

第1項 Microsoft Queryを使ってのデータの読み込み

Chapter1 Excelシートへの吸い込み

§1 「データソースの選択」ダイアログの表示

「q.xls」を開き、「データ」「外部データの取り込み」「新しいデータベースクエリ」とクリックします。「データソースの選択」ダイアログが表示されます。

「Excel Fils*」を選んで「OK」します。
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§2 テーブルファイルの格納されたドライブの選択

下図のドロップダウンで「d」ドライブを選びます。
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§3 ファイルの決定

ペイン＝窓・枠・区画

右側ペインの「Data01」をダブルクリックしたのち、左側ペインの「QryTest.xls」をクリックしたのち、「OK」します。
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全ての列を含めて指定したい場合はテーブル名をクリックしますが、もし任意の列だけを指定したいときは下図のように「＋」アイコンを押して展開し、必要な列だけを「>」ボタンで指定します。

§4 テーブルの選定（または列の指定）

「このデータ ソースには、表示できるテーブルはありません」というメッセージが出ますが、かまわずOKします。
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「列の選択」画面になりますので、「オプション」ボタンを押して「システムテーブル」にチェックを入れてOKします。
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準備段階で設定したテーブル名（ここでは＝シート名です）が表示されますので、ひとまず「経費明細$」をクリックします。

ちなみに「$」がつくものはシート名をテーブル名とし、名前の定義はしていないものです。「$」がつかないものは名前の定義をしたものです。

ピボットと連携したい場合は必ず「$」がつくものを選んでください。

その後、「>」ボタン（下図赤枠）を押して、「クエリの列」にすべての列が表示されたことを確認してから「次へ」。
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§5 「クエリウィザード－データの抽出」画面のスキップ

「次へ」でスキップします。
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§6 「クエリウィザード－並べ替えの順序の設定」画面のスキップ

「次へ」でスキップします。

[image: image53.png]=

M) REE Frl) FRD FIME O LI-FR Dok

[E[SE) (v (5l (=) ==] EzY (] f2])
"
B
na
=y





§7 「クエリウィザード－完了」画面

「Microsoft Excel」にデータを返す」にチェックが入っていることを確認して「完了」ボタンを押す。
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§8 結果の出力先のシートの決定

列名の上に例えば10行分の空きを作りたい場合は、まず、必ず新規ワークシートを作っておいてから、ここまでの操作をします。

←そしてこのダイアログが出たタイミングで「既存のワークシート」を選び、「A11」セルをクリックしてから「OK」します。
A11をクリックすると、そのクリックした行が列名の行になり、そこから上は空白行になります。

「新規ワークシート」にチェックを入れて「OK」します。
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「既存のワークシート」でもよいのですが、思わぬところに出力されてしまうのを回避するために「新規ワークシート」にチェックを入れています。
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なお、ここで「ピボットテーブルレポート」にチェックを入れると、抽出結果（ここでは「経費明細」）をソースとしたピボットテーブルが作成できます。

Microsoft Queryで期間別に絞り込んだりしたソースをピボットで集計できるのでよりきめの細かいピボット集計が可能となり、とても便利です。

通常のピボットと違い、他の操作や関数、VBAを使うことなく、ドラッグやクリック、コピペのみで詳細な抽出と分析が可能となります。また操作性もAccessと似ていて、汎用性があります。
（他の無駄な操作を覚えなくていいというメリットがあります。）

「MicrosoftQuery×ピボットテーブル」は、まさにExcelの真骨頂といった機能です。

なお、データを返す先を、新規ワークシートにして、そのあとそのデータをソースに、別口でピボットを作成することもできます。

これがかなり便利ですので今回はこれで行きます。

以降で説明します。

§9 抽出結果の表示

Sheet4に以下のように結果表示されます。
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§10 Sheet4の名前変更

Sheet4（あるいは５、６かもしれませんが）の名前を「経費明細のみクエリ」にします。

§11 上書き

ここまでの作業を上書きしてください。
Chapter2 ピボットテーブルの「ソース」について

本書ではピボットテーブルを作成するためのモトとなる表のことを「ソース」とか「ソース表」などと呼ぶことにします。

「ソース（Source）」は「情報源、源、原因」の意味です。

Chapter3 結果表に名前を付ける（ピボットのソース用に）

ここで・・・、

できあがった「経費明細のみクエリ」シートの中の表に名前をつけます。

ピボットテーブルのソースにしやすくするために名前を付けます。

そしてその際に、レコード（行）やフィールド（列）が増えても大丈夫なように（＝再設定が不要なように）表の定義づけもします。
挿入→名前→定義、と開くと、すでに「Excel_Files_からのクエリ」という名前の定義がなされています。

ただ、これは空白セルも含んでおり、空白セルを含むとピボットテーブル上でグループ化の際にエラーになってしまいます（特に日付型のデータ）。

よって、空白セルが含まれない範囲を指定できるように結果表の名前定義を変更します。既存の定義はそのままにしておいて新しい定義を作成します。
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§1 「名前の定義」ダイアログの表示

「挿入」「名前」「定義」とクリックします。

§2 名前の入力

「名前の定義」というダイアログ（下図参照）が出ますので、「名前」のところに「経費明細のみピボットのソース」と入力します。
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§3 「参照範囲」の確認

上図のように「参照範囲」のテキストボックスが空白になっているかを必ず確認します。もし何かが入っていたら必ず消します。でないとExcelに滅茶苦茶な範囲指定にされてしまうことがありますので。

これでこの結果表に列や行が増えても大丈夫です。

§4 テーブル範囲の指定

「参照範囲」に、

「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」と入力します（「」は除外）。このままコピペすればよいでしょう。（Ctrl+Vで貼り付けます）　　　そのあと「OK」します。

§5 上書き

ここまでの作業を上書きします。

参考

名前の定義をするときに「database」という名前で設定をすると、ピボットテーブルを作る時に、範囲指定のダイアログで、「database」という名前が自動的に出てきますので手間いらずです。

ただ、たくさんピボットを作りたい場合は1個しか使えませんが・・・
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ただ、自動的にここに「Database」と出てくるので範囲の指定のし間違いがありません。

第2項 Microsoft Query で読み込んだ表をソースにしたピボットテーブルの作成

MicrosoftQueryで出した「抽出結果」・・・つまり、「結果の表」は、ピボットテーブルのソースにすることができます。

ここでは前項で作成した「経費明細のみピボットのソース」の表がそれです。

これ以降では、「経費明細のみピボットのソース」の表を使って、ピボットテーブルを作成してみます。

Chapter1 「名前定義をした結果表」をソースにしたピボットテーブルの作成

§1 「ピボットテーブル/ピボットグラフウィザード 1/3」画面の呼出し

前のChapterで作成した「経費明細のみクエリ」シートを開き、「データ」、「ピボットテーブルとピボットグラフレポート」とクリックします。

「ピボットテーブル/ピボットグラフウィザード 1/3」画面が出ますので、特に何もしないで、下図のようになっているか確認し、「次へ」を押します。
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§2 ソース範囲の指定（「ピボットテーブル/ピボットグラフウィザード 2/3」画面）

下図のようなソースの範囲を指定するダイアログがでますが、ドラッグ操作はせずに「範囲」のところに「経費明細のみピボットのソース」と入力しなおします。このままコピペすればよいでしょう。（Ctrl+Vで貼り付けます）

できたら「次へ」を押します。
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§3 完了（「ピボットテーブル/ピボットグラフウィザード 3/3」画面）

「新規ワークシート」にチェックが入っているかを確認して「完了」を押します。
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§4 空のピボットテーブルの表示と名前の変更

ピボットテーブルがSheet5（もしくは6、7かも）に生成されて表示されたと思いますので、Sheet5を「経費明細のみピボット」という名前に変更します。
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§5 表の作成（フィールドのドラッグ）

「ここにデータアイテムをドラッグします」のところに「金額」をドラッグし、「ここに行のフィールドをドラッグします」のところに「科目」をドラッグします。
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§6 上書き

ここまでの内容を上書き保存して閉じます。

Chapter2 ソース表のMicrosoft Queryでの絞込みテスト

「q.xls」の「経費明細のみクエリ」シートの中の「経費明細のみピボットのソース」の表の結果表示を、Microsoft Queryを使って絞り込み表示してみます。

§1 クエリウィザード画面の表示

表内のどこかで右クリックして「クエリの編集」メニューを押すか、表内のどこかをクリックしたのち、「外部データツールバー」の一番左の「クエリの編集」ボタンを押します。
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クエリウィザードが出たらすぐに「キャンセル」を押してから、「Microsoft　Queryを使ってこのクエリ編集を続けますか？」と聞かれたら、「はい」を押すのでも同じです。

こちらのほうが早くて便利かもです。
§2 「クエリウィザードー完了」画面の表示

「次へ」を3回押して完了画面を出し、「Microsoft Query でデータの表示またはクエリの編集を行う」にチェックを入れて、「完了」ボタンを押します。
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§3 条件指定の準備

ある書籍では「抽出条件ウィンドウ」と書かれていますが、本書ではAccessの呼び方にならいます。そのほうがAccessに移行したときにスムーズなので。

Microsoft Queryの画面が出ますので「抽出条件の表示/非表示」ボタン（下図青枠）を押します（表示→抽出条件でも同じです）。

Accessで言うところの「（条件設定のための）デザイングリッド」が表示されます。
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§4 条件指定

「科目」の列の値に「燃」という文字を含むレコード（行）だけを抽出する

ということを例に、やってみます。

レコード＝行のことです。

（つまりは「燃料費」のレコードのみを抽出＝ピックアップします。）

†1 「科目」を条件対象にする

[image: image92.png]E F NS M
#iE 2|
EORH0H DTG =

IV ZOf8/$8 5 S ROEH:ERTE
¥ IOENEDBE S E BN ETSE

oK sevt |




[image: image93.png]A 1= O U E F
Bt HE =¥ WZ BihE E‘

| 2008/8/1 0:00 J&{E: 1500 TELE A% 3
| 2008/8/15 0:00 E{EHE 1500 JOI (SRS 4
|| 2008/8/16 0.00 J&{EE 1500 ADSLEAFE 1




下図のようにデザイングリッドのドロップダウンから選んでもよいです。






下図の赤線のように「科目」をクリックしたのち、条件設定用のデザイングリッドにドラッグします。

[image: image94.png]S

A D

B © E
Bt HB =¥ ®E RihE

2008/7/25 0:00 ¥t | 1800 VU 100wk L
2 5000 T3t

5000 25\ v} Jb

8000 1)

8000 1)

8000 1)

8000 1)

0 [ o o1 = e o |~

8000 1)

1
4
2
2
3
4
1
2
3

2008/8/22 000 ¥

5

8000 1)





[image: image95.png]-t « [FTE
{8 [IWE DT

|




[image: image96.png]-
(]

EE]

il





これで「科目」列が条件抽出の対象となりました。

【具体的な 条件設定の方法】

「”燃”という文字を含む」という意味の「条件式」を書き込みます。

これは、SQL Server と同じです。Accessの場合は「*」で囲みます。

Microsoft Queryではワイルドカードが使えますが、ExcelのフィルタやWindows全般で使うような「*」ではなく、「%」を使います。
よって、「”燃”という文字を含む」というのは、「%燃%」と書き表せます。

likeは小文字でも大文字でもOKです。自動的に大文字に変換されます。

そのあと「 ”燃” は数値型ではなく、文字列型のデータです」という意味で、「%燃%」を半角のシングルクォーテーションで囲みます。「’%燃%’」となります。
そこへ（厳密には違いますが）、「～のような 文字列を探せ」というような意味あいの命令である「LIKE」を付加します。Likeのあとは半角空けます。

すべてあわせると 「Like ‘%燃%’」となります。

本当は、「Like ‘%燃%’」という条件ではなくて、「'燃料費'」という条件にしたほうがいいのですが、「あれ？どんな言葉だっけ？」となることも多いので、あえて「あいまい検索」という意味で、「Like ‘%燃%’」の条件のほうでご説明をさせていただきました。

MicrodoftQueryで計ったことはありませんが、一般的には動作速度としては、
「Like ‘%燃%’」という部分一致 よりも
「Like ‘燃%’」という

前方一致や、
「= ‘燃料費’」という

完全一致のほうが速いと思います。
完全一致が一番速いです。

これをデザイングリッドの「科目」の下の「値」の行にコピペします。

下図のようになり、レコードが絞り込まれます。
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§5 Excelへの結果の反映

ファイル
→Microsoft Excelにデータを返す、
でもOKです。

普通にMicrosoft Queryの画面を閉じます。
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科目に「燃」の文字を含む「燃料費」のレコードだけが絞り込まれました
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Chapter3 絞込んだ結果のピボットテーブルへの反映

「経費明細のみピボット」シートを開いて、表内のどこかをクリックし、「データ」→「更新」を押します。もしくはピボットテーブルツールバーの「更新」ボタンを押します。（表のどこかを右クリックして「データの更新」でもOKです。）

[image: image107.png]= Microsoft Query.
SNE,

I

7 A S

i
T Gy

| ] ] ] i e




[image: image108.png]21|

SERIE
AU

#7920 @).

[C¥POSHL 01 -





[image: image109.png]TZE oGRS
TS S2erES
S5t8

#—5-)
F-ER-20:

21|

SERIE
B!

[C¥POSH2 101 =
[CFFOSF7I0T

(C¥poSHST1m3

[ —





「燃料費」だけの集計に変わり、反映されたことがわかります。

Chapter4 ピボットテーブルのソースの入れ替え

ピボットテーブルのどこかを右クリックして「ウィザード」
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「戻る」を押す
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「範囲」のところの内容の指定をしなおします。

セル範囲でもいいし、下図のように定義された表の名前でも大丈夫です。

今回の例では、ここで大きな表をドラッグしなおしたり、Shiftキーを押しながら選択するとミスを誘発しますし、正直面倒なので、ソースに名前を定義して、それを入れるだけ、という例をご紹介させて頂きました。
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ひとまず以上です。

なお、「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」を使って名前の定義をすると、ソースの表の列や行が増減しても、このウィザードでの「戻る」をやる必要がありません。

逆に、OFFSETでの名前の定義をしてないと、データの増減、特に「増えたとき」にこれをしなければなりません。

例えば、毎日何件もデータが増えるような表だと、増えるたびにこの「戻る」で指定しなおさなければなりません。

それは本当に面倒くさいです。

もしかしたらピボットテーブルがその便利さに反比例して、あまり大きく普及しなかった原因はそれかもしれませんね。

第2節 ピボットテーブルのソースにMicrosoft Queryの結果表を使う理由・メリット・意味

§1 ソースのデータを複雑な条件で絞り込めるしフィルタだとそもそもソースにできないから

前述しましたように、MicrosoftQueryでの結果表をピボットテーブルのソースにすると、ソースの内容をMicrosoftQueryにていろんな条件で絞り込んだ上で、ピボット集計をかけることができます。

ソースが経費の表でなければ・・・、たとえば商品や顧客の表であれば、色や主力商品コード、アイテム、住所（特定地域）、家族構成、年収、趣味、お買い上げ累計金額、ご来店累計回数、その他もろもろで絞り込むことができます。

今回の事例では「科目」を「燃料費」だけに絞り込んでみましたが、たとえばそのほかにも次のような条件で絞り込むこともできます。

・特定の期間だけのデータに絞り込む

・特定の期間で、かつ、特定の勘定科目だけに絞り込む

・特定の期間で、かつ、特定の勘定科目、特定の経費提出者だけに絞り込む

などなど・・・

そうすると、ピボットテーブルの側でも、その絞り込んだデータをソースにした集計結果とすることができます（「データの更新」をすることで結果反映されます）

Excel2007以降は、「テーブル」という機能を使えば、Microsoft　Queryを使ったソースと同じように、絞り込んだ結果だけがピボットのソースとなります。
ただ2007以降でも、「フィルタ」での絞込みの場合は、それはソースとしては無視され、ピボットの結果に反映されないのは変わりません。

ただし、ソースが「フィルタ」機能による絞込みだとこれができません。

フィルタは見かけ上だけが絞り込まれるだけで、ピボットのソースとしては、他の隠れたデータも含め、全データが対象となってしまいます。

MicrosoftQueryをソースとした場合はそうではなくて、「絞り込んだ結果＝目に見えているデータだけ」しかピボットのソースとなりませんので安心です。

隠れた部分のデータはちゃんとソースから除外されます。

操作性もAccessと非常に似ているので一石二鳥です。

Accessでの、「クエリをソースにしたピボットテーブル」というのと同じ動きです。

MicrosoftQueryをピボットテーブルのソースとすると、不要なレコード（＝行）を省き、最低限に絞り込まれた必要なデータのみでピボット集計ができるので、無駄なデータを目にしたくないときに便利です。
§2 複数の表を扱うことでさらに複雑な条件での絞込みができる

これよりだいぶあとの、65ページの「複数の表の操作」のところでも詳しく書きますが、Microsoft Queryが扱うことができる表の数は、１づだけではありません。2枚、3枚と、複数の表を同時に扱うことができます。

たとえば「売上表」「顧客マスタ」「従業員マスタ」の3枚の表を紐付けしあって、結合し、全部の表に共通するデータを簡単に取り出す、といったことができます。

例えば、この3枚の表を紐付けすると、例えば「○×市の○×町にお住まいで、かつ、担当者（従業員）がAさんとBさんのお客様全員の、すべての購入履歴を全部見たい」、といったことが、プログラムなしで簡単な条件値指定だけで、可能となります。

小学校か中学校の数学で習った「ベン図」の重なった部分（この場合は３つの円が重なるところ）のデータを簡単・高速に抽出する、といったことができます。

複数の表にお互いにキーとなる値をもたせて、そのキーとなる値を使って、複数の表をドラッグで紐付けするだけでこれができるのですごくラクチンです。

それだけで、すごく複雑なVBAプログラミングを施したかのようなデータ抽出がいとも簡単にできてしまいます。

あとは出てきた結果表を、ピボットにかけて集計するだけなので、本当にVBAプログラムや複雑な関数が激減するのですごく便利です。

§3 表を縦にも横にも紐付けできる

SQL＝データ管理の世界における、世界標準機能・命令文・理論、です。

複数の表を扱う場合、お互いにキーとなる列（キーとなる値）、例えば商品IDや顧客ID、売上IDといったものを持っていれば、横に紐付けできます。

また、列名を無理やりにでも揃えてしまえば、列構成の違う表でも、SQLを使うなどして、ちょっとした工夫をすることで、表を縦方向に結合することもできます。

それをピボットテーブルのソースにすることもできます。

複雑な計算はSQL（データ管理の世界における、世界標準機能）の書式を使うことになりますが、

§4 ある列の数値とある列の数値を四則演算して結果表に表示できるのでピボット側の計算設定を省ける（事前計算ができる）

Excelのセル同士の計算のように数値の列同士などを使っての四則演算ができます。簡単な計算なら数式入力もすごく簡単です。

§5 SQLが使えるので、Microsoft Queryの標準画面でできないことができる場合もある

それによって、さらに複雑な条件でのリストアップや集計ができます。

SQLの中では組み込みのVBA側の関数（ワークシート関数じゃない関数）も使えます。Left関数とかRight関数とかIIf関数とか・・・。（全部ではないですけど・・・）

§6 SQLでのグループ化や集計関数も使えるので便利

・合計を求める（SUM）

・平均を求める（AVG）

・最大値を求める（MAX）

・最小値を求める（MIN）

・個数（行数）をカウントする（COUNT）・・・といったことができます。

§7 ネスト＝Micorsoft Queryで抽出・集計した結果表をさら別条件でMicorsoft Queryで・・・と多段的に抽出・集計ができるので複雑な集計にも便利

そのような多段的なデータピックアップ、リスト化、集計をピボットのソースにできるので、さらに集計がしやすくなります。

§8 Accessの「クエリ」機能とほぼ同じ操作なので、Accessの予習ができる。

Accessの「クエリ」を外部ソースに指定したピボットを作るときに、Access

側でのデータ操作を覚えやすい。

§9 「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」を使う意味

ピボットテーブルのソースにMicrosoft Queryの結果表を使うと前述のようにいろいろと便利なのですが、その結果表に、

「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」という式を使って「名前の定義」をすると、これまたさらに便利です。

今回の例では

「経費明細のみクエリ」というシートの上に、Microsoft Queryを使って、

「経費明細のみピボットのソース」という表を作成しました。

（名前の定義の機能を使って。）

そしてその表には、

「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」という式を使って、範囲の指定をしました。

前述もしましたが、この処置＝式を設定することによって、次のようなメリットがあります。

†1 データが増えた際のデータ領域の再指定の必要がない

ソース表のデータの行が増えたり、列が増えたりしたときは普通、「ピボットテーブルウィザード」→「戻る」にて、ソースの範囲の再設定をしなければなりません。

でも、「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」を使って、表に名前をつけておくと、その再設定をする必要がまったく無いです。

なので、とってもラクちんです！

また逆に、行や列が減ったときは、今度はピボットの表に「空白」データの分の集計結果が出てしまってうっとおしいというか面倒なのですが、その場合も、空白行、空白列を省いた範囲が自動的にソースとして再設定されるので、すっきりして、便利・ラクちん！です。

†2 ピボットソースデータの範囲の指定で「表の名前」を使えるのでわかりやすい・変えやすい・指定ミスが減る

前項のように便利な上に、もし、別の表をソースに切り替えたいときも、「ピボットテーブルウィザード」→「戻る」にて、ソースの範囲の再設定のときに、範囲を「名前」で指定できるので変えやすいです。

また、範囲指定そのものがドラッグやショートカットを使わないので、「範囲の指定ミス」自体がかなり減ります。

Excelは大変便利なソフトなのですが、表が大きくなればなるほど、また、表がの中身が増減すればするほど、「数式指定ミス」が増えるので集計ミスも増えます。

でもそれが激減するし、ミスがあってもミスを見つけやすくもなるのですごく助かります。

†3 表の上に複数行の空白行や、説明行、その他の行を挟みたい時にも「表の名前」をそのまま使えるのでわかりやすい

「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」という式は、「表の上に何も空白行が無いとき」の指定方法です。

表の上に自由に複数の空白行や別の集計行などを挿入したい場合は、そのように「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」の中の数値を変えるとそれが実現できます。

たとえば、表の上に10行分の空白行を作りたい場合・・・、つまり、11行目からを表の範囲としたい場合（＝11行目に列名 が書かれているとき）は、

 「=OFFSET($A$11,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($11:$11))」と

書きます。

書き換えるのは赤字で書いたように「11」のところだけです。

一度設定した「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」には、Excelが自動的にシート名を挿入してくれますが、次回変更する際は、それは無視して、シート名入りの式をすべて消してから、例えば、

「=OFFSET($A$11,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($11:$11))」

をコピペします。

同様に20行空けたい場合は、

「=OFFSET($A$21,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($21:$21))」

と設定します。（テキストファイルなどで準備をしてからコピペします。）

いずれにしましても、「空けたい行数＋１」の値となりますので、列名を表示する行を間違えないようにしなければなりませんので、そこだけ注意が必要です。

†4 VBAからも定義した表の名前を利用でき、可変範囲として扱える

VBAから表を操作したい場合も、この名前定義を利用できます。

そして可変的な表の範囲として扱えます。

別サンプルの「30分で作るバーコードPOSレジコアファイルExcel2000で30分で作るバーコードPOSレジのコア部分（定型集計効率化サンプル）ダウンロード」では、名前の定義をした表を、VBAプログラムから操作して省力化を図る例を提示しています。

http://euc-access-excel-db.com/tips/ct08_exceltruebasic/ct080101_excel_true_can/excel_pos_n_fmcalc
からサンプルファイルをダウンロードできます。

（ESETでウィルスチェックしてあります）

†5 ただし、表の作り方には一定のルールが必要

Microsoft Queryで吸い込む表も、ピボットのソースとなる表も、いずれも、一定のルールのもとに作成されていなければなりません。

ただ、そのルールは中高生でも守れるほど簡単で、次のようなものです。

(1) 列名の下には空白行を作らない。

Excelは空白行から下は「別の表」として認識されてしまうので。

(2) 空白列は作らない。

空白列から右は、同様に「別の表」として認識されてしまうので。

(3) セルの結合は禁止。（ひとつでも使ってはいけません）

自動集計機能を使いたい場合は、Excelに表とみなされなくなってしまうためです。列名にもセル結合を使ってはいけません。

※自動集計でなくても、SUM関数などでの集計でもセル結合を使わないほうがデータを扱いやすいので、使わないほうが無難です。

セル結合機能は、数値を頻繁に扱う表を作る際や「分析をしたい場合」は、トラブルのもと・諸悪の根源と言っても過言ではない機能ですので、普段から一切使わないクセにしておくと良いと思います。

数字の加工やチェックが必要ない、ただの資料として「印刷したいときだけ」に使うようにします。それ以外はテキストボックスで代用するほうがトラブルが少ないです。

(4) 列名しか作らない。行名は作らない。

1行（1レコード）の縦方向（下方向）への蓄積のみとする。

（カード形式のデータベースソフトの1画面分が、1行＝1レコードとなります）

行名は作らずに、縦方向（下方向）のみにデータを蓄積していきます。

(5) 列名の抜けは作らない。

表とみなされなくなってしまうため

(6) 列名は、できれば数字から始めない、括弧や記号・半角カタカナは使わない。

Excelではエラーにはなりませんが、のちのち、別システムにデータを移管したくなったときにそのほうがエラーが出ずに便利なので。

作表ルールとしてはもう少しありますが、最低限、以上のようなことを守れば大丈夫です。

§10 ピボットテーブルをシステムのように利用できる

Microsoft Queryの表をピボットのソースに使うと、ピボットテーブルをあたかも「システム」のようにつかえます。

もちろん、ごく普通のピボットテーブルとしても使えますが、その便利さが、Micorosoft Queryの表をソースにすることで、効率が10倍くらいにはなると思います。

しかも、一般的なビジネス集計は四則演算かパーセンテージ出しなどの複雑ではない集計がメインなので、それについてはほぼ、VBAプログラムを必要としません。

つまり、ビジネス提携集計に限っては、複雑な条件指定であっても、VBAプログラムはほとんど使わずに出せる、ということです。

§11 バックアップを作ってからやれば、何度でもやりなおせ、もとのデータを破壊することもない

Microsoft Queryの元となる外部のExcelファイルやAccess内の表などを直接いじるわけではないので、そちらの元表のデータを操作ミスで破壊せずにすみます。

また、複雑な計算をもとに、SQLを書き換えるとエラーになってファイルが壊れることもありますが、Microsoft Queryのでの集計用のファイルは バックアップを作ってから手直しすれば、何度でもやり直せます。

もちろん、この場合も、本当の大本のデータは破壊されることはありませんので安心して失敗できます。

§12 ピボットテーブル自体もソースにできてしまうみたい・・・

やってみたらできましたけど、調査はしてません。

§13 まとめ

以上のように、Misrofoft Queryでいろいろな条件で抽出した表は、ピボットテーブルを通常の10倍は生き生きとさせます。

PowerPivot for Excel 2010やExcel2013のリレーション機能もこれと同じことができます。

第3節 単一表の操作上のTIPS

Chapter1 Microsoft Query の画面の出し方

Microsoft Query の表を右クリックして、「クエリの編集」を押します。
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「クエリウィザード」のダイアログが出るので「キャンセル」を押します。

以下のダイアログが出ますので、「はい」を押します。
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クエリの編集画面が出ます。
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内側に子ウィンドウが出ますが、これだと操作しづらいので、子ウィンドウは最大化しておきます。
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Chapter2 並べ替えの基本

§1 方法01-通常の方法

レコード→並べ替え、で、並べ替えのダイアログが出ます。
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「列」で並べ替えの対象の列を選びます。

「昇順/降順」で並べ替えの向きを選びます。

昇順→普通、で降順→逆順、です。

「追加」ボタンを押すと追加されます。

同じ要領でその他の列の並べ替え条件を追加します。

並べ替え条件は複数「追加」できますが、リストに追加された条件は、上から順番に実行されます。

実行される順番を変えたいときは、順番を入れ替えたい並べ替え条件をいったん消したのち、再度条件を追加しなおすか、このあとの「方法03」の、「SQL」画面による命令文修正で処理します。

【並べ替え条件の基本的な入れ替え手順】

入れ替えたい条件の行をいったん削除してから、挿入したい場所の下側に位置する行を選択します。例えば以下の図の、「日付」と「科目」の間に「備考」の条件を挿入したいときは、下図のように挿入したい位置の下側の行、すなわち、「科目」の行をクリックしておいてから、「昇順・降順」を選び、「追加」ボタンを押します。
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「提出者」と「日付」との間に挿入したい場合は、事前に「日付」をクリックして選択しておきます。

一番上に挿入したい場合は、「提出者」をクリックしておきます。

一番最後に挿入したい場合は、下図のように「＜リスト終わり＞」をクリックしておきます。
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§2 方法02-複数列一括の昇順、複数列一括の降順の簡単な並べ替え

79ページの「複数列同時の並べ替え」を中心に、

77ページからの「列表示に関する基本操作」を読んで操作してください。

すごく簡単で便利です。

§3 方法03-SQLでの並べ替えの変更（並替えの実行順序の入変え等）

いったん並べ替えたあとに、SQLダイアログで並べ替えを修正することもできます。複数の並べ替え条件を設定したときなどに並べ替えの実行順序を入れ変えたりすることもできます。

表示→SQLと押すか、ツールバーの「SQL」ボタンを押します。
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これが「SQL文」と呼ばれるものです。

本書では「SQL命令」とか「SQL命令文」と呼ぶこともあります。

この命令文をテキストファイルにとりあえずコピぺメモします。

失敗したときのバックアップ用に。

これをバックアップしておけば、いつでもこの状態に戻れます。

また、その中でもさらにコピーをつくって、先にテキストファイル上で編集してからこの画面に貼り付けます。できるだけ大きめな文字で編集して下さい。

でないと、この画面内では文字が小さくて記述ミスをしやすいので・・・

並べ替えの命令は「ORDER BY 」のあとに書かれたものが全部です。

とりあえずこの部分に着目します。

例えば「ORDER BY `経費明細$`.提出者, `経費明細$`.金額 DESC, `経費明細$`.科目 DESC」という内容でしたらカンマとスペースのあとで改行して・・・、

ORDER BY 

`経費明細$`.提出者, 

`経費明細$`.金額 DESC, 

`経費明細$`.科目 DESC

と整理します。カンマと半角スペースを消さないように注意します。
これの意味は次のようなものです。

「ORDER BY 」→「並べ替えしろ。以下の実行順で。」という意味です。

「`経費明細$`.提出者, 」→「経費明細$」というの表の「金額」列を昇順で。

（「DESC」が無い場合は昇順です）

※ DESC＝降順、の意味です。

「`経費明細$`.金額 DESC, 」→経費明細$ の表の「金額」列を降順で。

（「DESC」がある場合は降順です）

「`経費明細$`.科目 DESC」→経費明細$ の表の「科目」列を降順で。

（「DESC」があるのでこれも降順です）

この場合、まず提出者の列が、上から、「１から４」へ並びます。

そして次にその各番号それぞれの中で、金額が上から逆順＝「大→小」へ並び変わります。

最後に、その金額で並んだ中で、もし同じ金額があったら、その同じ金額の中で「科目」の列が、上から順に、文字コード値が「大→小」へ並び変わります。

（漢字の場合、たいてい音読みの５０音の「ん」→「あ」へ並びます）

書式としては

ORDER BY表名（=テーブル名）.列名, テーブル名（表明）.列名,・・・

という感じです。

カンマと半角スペースでつないでいきます。

なお、条件の各行には、最後尾にカンマと半角のスペースがついていますが、最後の行だけは、それが全命令の一番最後になりますので、カンマとスペースはありません。

†1 【SQL文での並べ替え条件の追加手順】

まず、並べ替える列を追加したい場合は、

「表名（=テーブル名）.列名, 」という形で追加記入します。

例えば、「日付」列を並べ替え条件として追加したい場合は、

昇順の場合なら「`経費明細$`.日付,」と入力し、

降順の場合なら「`経費明細$`.金額 DESC, 」と入力します。

ここでは昇順にします。

そして実行順ですが、「提出者」列のあとに「日付」列で並べ替えを実行したいときは、次のように「提出者」の行の次に「日付」の条件を挿入します。

ORDER BY 

`経費明細$`.提出者, 

`経費明細$`.日付, 

`経費明細$`.金額 DESC, 

`経費明細$`.科目 DESC

これをもとのSQLダイアログの側の「ORDER BY」以降の命令文と入れ替えます。

こんな感じになります。↓
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ORDER BY のあとは1行につながってなくても大丈夫です。

ただ、ORDER BY のあとはカンマは無しで、半角スペースだけを入れてください。

「`経費明細$`.提出者, 」などの 表名と列名の間には、半角のピリオドもありますので、これも消さないように気をつけてください。

各条件の最後尾は、一番最後の条件以外は、半角のカンマとスペースが１つずつ必要です。

そこだけ気をつけてください。

入れ替えが完了したら、そのまま「OK」を押すと、書き直したとおりにデータが並び変わります。

Excelに結果を反映させるには、MicrosoftQueryの画面の一番外側の「×」ボタンを押すか、ファイル→Microsoft Excelにデータを返す、を押します。

†2 【SQL文での並べ替え条件の変更手順】

前項と同じ要領です。

例えば、以下の条件の「科目」を「日付」の昇順に変えたかったら、「科目」を「日付」に直してDESC を取るだけです。「日付」の条件は一番最後なので、DESCの前にあった半角スペースも消します。

ORDER BY 

`経費明細$`.提出者, 

`経費明細$`.金額 DESC, 

`経費明細$`.科目 DESC

↓

ORDER BY 

`経費明細$`.提出者, 

`経費明細$`.金額 DESC, 

`経費明細$`.日付
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繰り返しになりますが、ここに半角の「ドット（ピリオド）」があることを忘れないようにご注意ください。
Chapter3 四則演算のための新規の列（演算フィールド）の追加

Microsoft Queryでは、条件抽出をしながら横方向の各行の計算もできます。

Excelのセル計算のようなことができる、ということです。

§1 簡単な方法01（ダイアログを使う方法。SQLに詳しくない場合）

データペインの空白の列名のボックス（下図赤枠）に数式を直接入力します。
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例えば「金額」という列があって、その列の値を4倍したいときは、ここに「金額*4」と入力します（*と4は半角英数です）。
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Enterします。「金額*4」という名前の列ができます。

計算結果も正しいです。
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計算式などを変更したいときは、「金額*4」の列名をダブルクリックします。

すると、以下のような、先ほど入力した数式の表示されたダイアログが出ます。
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このダイアログの、「フィールド」で数式を変更することができます。

割り算や足し算、カッコを使った計算式などに変えたかったらここを書き換えます。（ 「 Left((金額+100)*4,2) 」といったように、関数も使えます。）

「列見出し」のところは、わかりやすい列名を入れると、「金額*4」という列名をそれに変えることができます。

というわけで、以上のダイアログの意味は・・・

『 「列見出し」に入力した列名で、かつ、「フィールド」に入力した計算式の結果を表示しろ・・・』という意味になります。

計算式は次のように、3通りくらいの書き方ができます。

	
	計算概要と書式
	計算式の実入力例
	SQLへの自動変換内容

	１
	[テーブル名].列名*4
	[経費明細$].金額*4
	`経費明細$`.金額*4 AS '計算01'

	２
	`テーブル名`.列名*4
	`経費明細$`.金額*4
	`経費明細$`.金額*4 AS '計算01'

	３
	列名*4
	金額*4
	金額*4 AS '計算01'


※ [テーブル名].列名 や テーブル名`.列名 の列名の前には半角の「ドット」があります。ですので、入力忘れが無いようにご注意ください。
「テーブル名」とは表の名前のことです。（テーブル＝表）

下図だと、赤枠の部分がテーブル名です。
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「テーブル名」はSQLの中でMicrosoft Queryに自動的に付加されますが、

計算式にテーブル名が本当に必要なのは、

・2つ以上の表をリレーションシップを結んで同時に使うときだけ、

・かつ、その中に たまたま同じ名前の列名が2つ以上あったときに、

・さらに、「その列名を実際に計算式の中で扱うときだけ」です。

つまり、Microsft Queryが「この列名って、2つ以上の表の中にあるけど、これってどの表のやつなの？」と分からなくなってしまうときだけ、ということです。なのでその時だけテーブル名もいっしょに指定すればいい、ということです。
というわけで、複数の表を扱うときでも列名が違ってさえいれば、「テーブル名＋列名」の形でなくてもOKです。つまり、「列名だけ」で計算ができます。

ちなみにテーブル名は・・・、列名がダブっていない限りは、省いてもSQLはちゃんと動きます。

SQL文の内容に自動的に、全部の列にテーブル名が付いてしまうのは、Microsft Queryが親切で（念のために）つけてくれる・・・とでも思っておいてください。

SQLのプロの人の中には この仕様をすごく嫌う人も多いですが、カンマなどで改行すれば見た目的に意味も分かりやすいので、初心者にとっては最初のうちは「必要な場合・助かる場合」もあります。

†1 計算式には「列名×列名」も記述できます。

計算式には、複数の列名を使うことができますし、列名と列名での四則演算もできます。

それによって、Excelのセルに数式を入力するような計算結果表示ができます。

例えば「列名×列名」とか、「列名×（列名＋200）＋列名」といった計算もできます。

それぞれ「列名*列名」とか、「列名*(列名+200)+列名」と入力します。

†2 計算式にExcelのVBA側の組み込み関数を使う

計算式には、ExcelのVBA側の組み込み関数を使うこともできます。

ですので、Excelのワークシート関数のように、「計算結果を表示するだけでなく、日付やいろんな加工値を表示する」ということもできます。

例えば計算式に「Date()」と入力すれば、当日の日付を1列分、表示することができます。Left関数やRight関数、IIf関数、なども使えます。

（ODBCドライバがサポートしてる関数だけのようですが。）

なお、引数無しの関数の場合でも、半角のカッコの入力は必要です。

標準モジュールに書いた自作関数は使えないようですが、自作DLLなどにするなら使えるのかもしれません。（試していませんので試してみて下さい。Declare ステートメントでAPIを呼び出すような形でのDLL呼び出しでも使えるかもしれません。）

†3 「集計関数」を使える「集計」のドロップダウンについて

これは「集計関数」を指定できるドロップダウンメニューです。

メニューの各値を選ぶと次のようなかたちになります。

	
	メニュー
	処理内容
	使用される集計関数

	1
	合計
	合計を求める
	SUM

	2
	平均
	平均を求める
	AVG

	3
	個数
	個数（行数）をカウントする
	COUNT

	4
	最小値
	最小値を求める
	MIN

	5
	最大値
	最大値を求める
	MAX


これは、どこかの列をモトに、その列よりも左側にある列の値でグループ化してその合計値を計算するときなどに使います。

例えば日付の「最大値」なら、一番現時点に近い日付が表示されますし、数値の「合計」なら合計値、同じく数値の「平均」なら平均値が計算され、表示でされます。

例えば本サンプルで「科目」と「備考」でグループ化してその各集計がどういった動きになるのかを確認をしたい場合は、次のように操作します。

まず、左から「科目」「備考」「金額」の順番で列を配置します。
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「金額」の列のどこかをクリックします。

それで「金額」列が集計対象になります。

できたら、「Σ」のボタンを押します。
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以下のようになります。
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これは金額列の左側の列・・・すなわち「科目」列と「備考」列を自動的にグループ化し、その金額合計を自動的に出してくれています。

例えば1行目は、「事務費」の中の「FAXトナー」の合計値は「10000．0000」、つまり、1万円分使ったよ～、ということになります。

このように、集計列の左側の列の内容を自動判断してグループ化してくれます。

では、「合計：金額」の列名だけをダブルクリックしてみます。
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「集計」のドロップダウンを見ると、「合計」、とあるので「あ、自動的に合計をしてくれたんだな」と分かります。

「Σ」ボタンを押すと、このダイアログの内容を自動設定してくれますが、このダイアログ側から手動で設定しても同じ処理をしてくれます。

つまり、列名をダブルクリックしてこのダイアログを表示し、「フィールド」で「金額」を選び、「列見出し」を好きな名前に決め、「合計」を選べばいい、ということです。

では、このダイアログを閉じて、「Σ」ボタンを再度押してみます。

列名が「平均」に変わったと思います。
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これは、「事務費」の中の「FAXトナー」の「平均単価」は「10000．0000」、つまり、1万円分だったよ～、という意味になります。

再度、「Σ」キーを押します。

「個数：金額」になったと思います。

これは金額列の行数を個数として集計しています。
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図書費のなかで、「専門書」は3個買ったよ、ということが分かります。

同じく「ガソリン満タン」も6回利用した、ということがわかります。

以上のように、「Σ」ボタンを押すことで、グルグルと自動集計切り替えができます。

条件抽出した結果に対してもこれはできます。

再度、「金額」をドラッグして「Σ」を押すと金額も集計されます。

件数と金額が同時に確認できて便利です。すこしピボットのようです。
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§2 SQLの編集画面で計算式を変える方法（SQLに多少慣れている場合等々）

レコード→列の追加 を押します。以下のようなダイアログが出ます。
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「フィールド」では、計算に使う列をどれでもいいので選びます。

ここでは「金額」にします。

「列見出し」は、新しく追加する列の名前を書きます（一応「別名」という位置付けです）。

ここでは「計算01」としました。「集計」のところは空白にします。

ほんとうはここで合計や平均とか最大値とか最小値などの計算を指定するのですが、今回は独自計算をしたいので空白にしておきます。

というわけで、以上の状態の意味は・・・

「計算01」という列名で「金額」列の内容を特別な計算をすることなく表示しろ

という意味になります。

この状態で「追加」を押し、「閉じる」も押します。

新しく「計算01」という列がきて、「金額」列と同じ内容が表示されます。
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ではここで、「金額」列の値 × 「提出者」列の値、という計算に変えてみましょう。次のように操作します。

まず、SQLボタンを押すか、表示→SQL を押します。

出てきたSQL文の中から「AS」を探します。

先ほどの処理では別名をつけたことになるので「AS（～として）」の単語を探します。

「AS」は「SELECT」から「FROM」の間のどこかに必ずあります。

そして、SELEST からFROMまでは、カンマからカンマまでが各ひと区切りなのでそこに着目します。（FROMの直前だけカンマはありません。）

例えばその中で「`経費明細$`.金額 AS '計算01'」という部分を見つけたとします。

これは、「経費明細$」 という表の 「金額」列を「計算01」列として表示せよ、という命令文内容です。

これを使います。

独自の計算式を作りたい場合は、この「`経費明細$`.金額 AS '計算01'」の、ASから前の部分だけを書き換えます。

例えば「`経費明細$`.金額」に４を加算したい場合は

「`経費明細$`.金額 + 4 AS '計算01'」

と書き換えます。

そのほかの事例ならこんな感じです。

	
	計算概要
	SQL書き換え内容

	1
	金額 ÷ 10
	`経費明細$`.金額 / 4 AS '計算01'

	2
	金額 × 提出者
	`経費明細$`.金額 * `経費明細$`.提出者 AS '計算01'

	3
	金額 - 提出者
	`経費明細$`.金額 - `経費明細$`.提出者 AS '計算01'

	4
	金額 + 100
	`経費明細$`.金額 + 100 AS '計算01'


Chapter4 絞込みや並べ替えの全解除

Microsoft Queryでは1つの列だけでなく、2つの列、さらには複数のテーブルの任意の列でも条件抽出および並べ替えができます。

ただ、その条件抽出と並べ替えをすべて解除する方法はいつも同じなのでその方法をご説明します。

§1 クエリウィザード画面の表示

表内のどこかで右クリックして「クエリの編集メニューを押すか、表内のどこかをクリックしたのち、「外部データツールバー」の一番左の「クエリの編集」ボタンを押します。
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§2 「クエリウィザードー完了」画面の表示

「次へ」を3回押して完了画面を出し、「Microsoft Query でデータの表示またはクエリの編集を行う」にチェックを入れて、「完了」ボタンを押す。
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§3 すべての条件の削除

「条件」「すべての抽出条件を削除」で全ての条件が削除できます。
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デザイングリッドに設定が残ったように見えますが、「×」ボタンでMicrosoft Queryを閉じれば、全ての条件が削除された結果がExcelに反映されます。

§4 Excelへの反映に時間がかかる場合

条件の全解除時に、Excelへの反映が時間がかかるのは、このサンプルでは、実テーブル側のテーブル定義において65536行もあるからです。

つまり、D:\Data01\QryTest.xls の「経費明細」テーブル定義を行数を少なく指定しなおせば、全解除も比較的短時間で反映されます。

Chapter5 条件の部分削除
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ちょっと狭いですが、下図の赤枠部分にマウスをもっていくとアイコンが  の形に変化します。

そのタイミングでクリックすると、列全体が選択されます。
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この状態で「Delete」キーを押せば、その条件だけが削除されます。
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2列分の条件を削除する際は、前述のアイコンが  の形に変化したタイミングで左右にドラッグします。

条件が複数列分、選択されるのでDeleteキーを押します。
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†1 その他の削除方法01

単純に、条件の「値」の行を削除します（例えば「LIKE '%燃%'」そのものを）。列名は残っていますが、条件は解除されます。

†2 その他の削除方法02
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このあたりにマウスを持っていくと下図のように      の形になるのでそのタイミングでクリックすると、「値」行1行分が選択されます。
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そのときにDeleteキーを押すとその行の条件がすべて削除されます。

Chapter6 条件設定と同時に絞り込まれてしまわないようにするには

初期設定だと設定しただけでレコードが絞り込まれてしまいます。

これを実行ボタンを押したときだけ反映されるようにします。

下図のボタンがへこんでいると思うので、もう一度これを押して、OFFにします。

「レコード」「クエリの自動実行」のチェックをはずしてもよいです。
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そのあとは、その左の「クエリの実行」ボタンを押します。

条件をかえたり削除するごとに「クエリの実行」ボタンを押します。

Microsoft Querの画面がのっぺらぼうになることもあるので、その際も「クエリの実行」ボタンを押します。

Chapter7 「AND（かつ）」で複数の列を条件として設定する場合

・「科目」に「燃」という文字を含むレコード（行）、かつ、

・「金額」が3000円以上のレコード

だけを抽出する。

という条件の設定です。
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上記のように2つの列を指定して設定します。

2つの列を設定した場合は「かつ」で結ばれます。

Chapter8 「OR」条件の設定の仕方

例えば、

・「科目」に「燃」という文字を含み、かつ、・「金額」が3000円以上のレコード

または、

・「科目」に「事」という文字を含むレコード（金額は問わない）

という場合は、以下のように設定します。
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OR条件は任意の列の下方へ足していきます。

「または」「および」と同じ意味ですので「～と、～と、～を表示･･･」という時に使います。

ただ、間違うと思いもよらない大量データが表示されることがありますのでご注意下さい。それを回避するには、47ページの「条件設定と同時に絞り込まれてしまわないようにするには」をご参考にしてください。

Chapter9 列の削除の方法

不要な列を削除するときは、削除したい列の列名の部分をクリックすると下図のように1列分選択された状態になるので、その状態のまま、Deleteキーを押します。
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Chapter10 「OR」条件が、グリッドが狭くて設定できないときは

下図の赤枠部分にマウスを乗せるとアイコンの形が変わりますので上下にドラッグすれば、OR条件を入力する場所が広くなります。





また、グリッドの右側のスクロールバーやスクロールボタンを使っても入力できるようになります。



Chapter11 「･･･このクエリを編集することはできません。」と出たら

かまわず「OK」を押します。

通常どおりMicrosoft Query の画面が出るので普通に修正します。


ウィザードの抽出条件設定画面で編集できないような特殊な内容の条件設定をしたりすると、次回、Microsoft Queryを開く時にこのメッセージが出ます。

Chapter12 Microsoft Queryを開いたら、データがなにも表示されない


「クエリの実行」ボタンを押すか、SQLボタンでSQL文の内容を変更してOKします。

Chapter13 Microsoft Queryをキャンセルしたい

Microsoft Queryの編集途中で編集をキャンセルしたい場合（Excelへ結果を返したくない場合）は、「ファイル」「キャンセルし Microsoft Excelに戻る」を押します。



Chapter14 クエリの設定を保存するには

SQLボタンを押して、出てきたダイアログのSQLステートメント（ステートメント＝文）をコピーしてどこかに保存します。


例えば次のように。

●条件

・「科目」に「燃」という文字を含み、かつ、・「金額」が3000円以上のレコード

または、

・「科目」に「事」という文字を含むレコード（金額は問わない）
Excelなど表に保存しておく形でもよいと思います。

●SQL文

SELECT 経費明細.日付, 経費明細.科目, 経費明細.金額, 経費明細.備考, 経費明細.提出者

FROM `D:\Data01\QryTest`.経費明細 経費明細

WHERE (経費明細.科目 Like '%燃%') AND (経費明細.金額>3000) OR (経費明細.科目 Like '%事%')
※↑改行された状態でそのまま保存すればOKです。

抽出条件は、上記のような「SQL文」丸ごとを上図のSQLステートメントのダイアログに貼り付けるだけでも指定できます。

・デザイングリッドで条件を全解除。

・そののち、SQLボタンを押す。

・出てきたダイアログのSQLステートメントのテキストボックスを空白にする。

・上記のSQL文をそのまま貼り付ける

以上の状態でクエリを実行すればレコードが絞り込まれます。







Chapter15 Microsoft Query内で列に別名をつけるには

もともとの列名が英語などになっており、結果を表示したときにわかりにくい場合や、そのほか、何らかの理由で結果を表示時の列名がわかりにくい時などに使用します。

ここでは、「提出者」という列名に「従業員」という別名を付けてみます。

表面的には「従業員」として表示されますが、内部的には「提出者」という名前も生きている状態です。



§1 方法1

(1) 別名を付けたい列のどこかをクリック

例えば「提出者」をクリック

(2) 「レコード」「列の編集」

(3) 「列見出し」が別名を入力するところなのでそこへ好きな名前を入れます

例えば「従業員」と入力してOKします。


OKした時点で列名が「従業員」にかわります。

ただ、「クエリの自動実行」がOFFになっているとデータが空白になってしまいます。

(4) その場合は「クエリの実行」ボタンを押します。

§2 方法2

(1) 「SQL」ボタンでSQLを表示

(2) 別名にしたい列名を探します。

ここでは「経費明細.提出者」を探します。

「経費明細.提出者」は「経費明細テーブルの提出者の列」という意味。

(3) 「経費明細.提出者」のあとに半角あけて 「AS ‘従業員’」と追記し、OKします。



§3 別名なしの状態に戻すには

前項の操作の逆をすればOK。

「レコード」「列の編集」で「列見出し」が空白にしてOKするか、

「SQL」ボタンでSQLを表示し、「AS ‘従業員’」を消してOKします。

Chapter16 Microsoft Query内で複数の列のデータを横連結して別名で表示するには

抽出結果をピボットで使用する際、データの並び順を指定したい場合に、例えば複数の列を連結してそれを並べ順にしたい場合があります。

例えば部署ごとのデータなら部署IDと従業員IDを連結したものを使うとか。

そのほか、違う例ですが、姓と名が各列に分かれているときに、それを連結させて表示したい場合など、です。

ここでは「科目」と「備考」を連結し、その間に半角スペースを入れた列を追加する例を示します。


§1 列の連結表示と別名の付加

(1) 「SQL」ボタンでSQLを表示

(2) FROMの前の部分に、2つの列を連結する式を追記します。

FROMの前というより、SELECTの最後、といったほうがいいかもしれません。

SELECTは、仮想表に表示したい列を指定する命令です。

FROMまでの間にそのテーブル名と列名を指定します。

ここでは「経費明細.提出者」のあとに、

「, (経費明細.科目 & ' ' & 経費明細.備考)」と追記します。

列の区切りの意味でカンマを入力して半角空け、その後ろに列の連結式を書き込みます。

連結式は括弧で囲みます。



これだけだと列名が「経費明細.科目 & ' ' & 経費明細.備考」と表示さてしまうので、列に別名を付けます。

(3) 別名の付加

「, (経費明細.科目 & ' ' & 経費明細.備考)」のあとに半角空けて、

「AS ‘科目と備考’」と追記します。

そしてOKを押します。

以上で完了です。

Chapter17 Microsoft Query内でLeft関数などの組み込み関数を使うには？

例えば氏名の列から姓と名の2つの列を生成したい場合などに使います。

ここでは「科目」列の左から2文字目までを切り出した値を「科目の一部」という列にして表示してみます。


(1) 「SQL」ボタンでSQLを表示

(2) FROMの前の部分に、2つの列を連結する式を追記します。

ここでは「経費明細.提出者」のあとに、

「, (LEFT(経費明細.科目,2)) AS '科目の一部'」と追記します。

列の区切りの意味でカンマを入力して半角空け、その後ろに列の連結式を書き込みます。

関数を使う部分は括弧で囲みます。あとはOKして完了です。



パラメータ＝引数（ひきすう）＝条件とする値＝プログラムや命令、関数などに送る条件値、
という感じでイメージしてください。

Chapter18 パラメータクエリを作成するには

クエリ実行時に以下のようなダイアログを表示させ、ユーザーに自由に検索語句を入力してもらうようにできます。


このようにユーザーに自由に検索語句を入力してもらうクエリをパラメータクエリと呼びます。Accessでも同じ呼び方をします。

以降は「科目」列を使ってパラメータクエリを作成する例です。

下図のように「科目」を条件指定のデザイングリッドに設定し、条件式を記入するところに、例えば「LIKE ‘%燃%’」と書くべきところを、「 LIKE [検索語句を入力して下さい] 」という形で入力します。[]は半角英数です。

[検索語句を入力して下さい]の部分は、ダイアログに表示させたいメッセージとなります。



この状態で「クエリの実行」ボタンを押すと、先のダイアログが出ますので、

「%燃%」と入力してOKすれば（この場合はシングルクォーテーションは要りません）、

「科目に燃を含むレコードを抽出」という意味になり、そのように結果が返されます。


Excelに返った表を更新するときも下図のように更新ボタンを押したりすると・・・、



パラメータ入力を求められるので、「%書%」などと入力してOKするとその条件に合うデータに絞り込まれます。


Chapter19 Microsoft Queryの画面を開かなくても自動で絞り込めるようにするには？

パラメータクエリのパラメータを、Excelのセルから取得するようにします。

Microsoft Queryにはそのような機能もついています。

簡易的なパラメータを色々と入れ替える作業が必要な場合、いちいちMicrosoft Queryの画面を開くのが面倒なときに使用します。

(1) 条件の「値」に[]を入力


(2) ファイル、Microsoft Excelにデータを返す、をクリック


(3) パラメータ値の入力ダイアログが出ますが、OKしてスキップ。


(4) 次のダイアログが出たら・・・


Excelのセルで、条件入力したいセルをクリック。

ここでは「G1」にしてみました。

そして、下の2つのチェックボックスにチェックを入れます。これにチェックを入れると、G1に入力した条件値が変更されたと同時に絞込みがなされます。


※なお、このとき、結果表示されるシートではなくて、他の空白のシートの任意のセルを指定すると、より多くの複数の条件を設定したくなったときに便利です。また、結果表示されるシートに条件を追加していくと将来的に結果表示の列数を増やせなくなることもあります。

セルの指定をやり直すときは、必ず「パラメータ1」のところの内容を空白にしてから。

(5) G1を「通信費」から「燃料費」に変更すると・・・


(6) 即座に「燃料費」だけが絞り込まれます。


注意

1行目をパラメータ設定用のセルにすると、ピボットテーブル側で「列名」と認識されてしまい、ピボットがエラーになることがある。

その場合は、2行目以降をパラメータ設定用のセルにする。
Chapter20 前項の自動で絞り込みでワイルドカードを使えるようにするには（部分一致抽出できるようにするには）

Microsoft Query の画面で LIKE演算子を設定しなおせばよい。

Chapter21 前項の自動で絞り込みで複数のパラメータを使えるようにするには

例えば以下のように1つの列で「または（OR条件）」としてパラメータを設定したいとき


「or」の行に [] を追加入力します。



その際、1行目のが上に勝手にスクロールされて消えてしまったかのように見えますが、縦のスクロールバーで戻せば再び現れます。



よって面倒と感じたら、最初から条件のグリッドの高さを広げておき、４、５、行が見える状態にしておきます。48ページの『「OR」条件が、グリッドが狭くて設定できないときは』を参照してください。

「表示」「パラメータ」とクリックしていくと以下のダイアログが出ます。

名無しのパラメータができているのがわかります。

下図のように名無しのパラメータをクリックして「編集」を押します。



列名やパラメータ名などには記号や全角英数文字は使わないほうがよいです。Accessやその他のデータベースでも同じです。

名前を設定できるダイアログが出るので、「パラメータ2」と入力します。

「2」は半角英数文字がいいでしょう。

できたら「OK」します。



もとのダイアログに戻ったら、名無しのパラメータにきちんと名前が付いたかを確認してから、これも「OK」します。



もしワイルドカードを使えるようにしたい場合は LIKEを付加します。



「ファイル」メニューの「Microsoft Excelにデータを返す」を押します。


パラメータ１とパラメータ２のダイアログが出ますが、OKしてスキップします。

あとは55ページの「次のダイアログが出たら・・・」以降を参考に操作します。

パラメータ1の分と、パラメータ2の分と2回、このダイアログが出ますので、2回同じ操作を行います。

なお今回は、結果表示されるシートではなくて、他の空白のシートの任意のセルを指定します。

より多くの複数の条件を設定したくなったときに便利だからです。

また、結果表示されるシートに条件を追加していくと将来的に結果表示の列数を増やせなくなることもあります。

Chapter22 9つ以上の「または」条件を設定するには

SQLボタンで最初に「OR (経費明細.科目 Like ?)」を9つ以上繰り返しコピペ。

OKすると繰り返した個数だけパラメータのダイアログが出るのですべてOK

前項の要領で「表示」「パラメータ」から、パラメータ名を設定。

一括でできる。

「ファイル」メニューの「Microsoft Excelにデータを返す」にて他のシートに条件用のセルをパラメータの数だけ指定。

Chapter23 グループ化だけをするには？

表示→クエリプロパティ にて「レコードをグループ化する」にチェックを入れてOKします。解除するときも同じ操作で、チェックをはずしてOKします。


単語をグループ化すると「どんな項目があるか」をチェックするときに見やすくなります。

「どんな項目があるか」を見ることで、何らかのキーワードが見えてくるので、何かのヒントになったりします。

Chapter24 グループ化しつつ集計もするには？

グループ化したい列名を順番に左からセットします。

最後に集計したい列名をセットします。

ここでの例では、「科目」「備考」「金額」の順に並べます。

金額は５つ分、並べます。

「金額」を下図のように5回ドラッグするか、空白列の列名のドロップダウンで5回、「金額」を選びます。



では、一番左の「金額」列の列名をダブルクリックします。

「列見出し」はスルーして、「集計」のドロップダウンで「合計」を選びます。



自動的に「列見出し」「合計：金額」と出ます。

「OK」すると「科目」→「備考」の順でグループ化されて集計されます。

では、次に、左から2番目の「金額」列の列名をダブルクリックし、今度は「平均」を選び、OKします。

同様に、左から3番目の「金額」列以降、順番に、「個数・最小値・最大値」を設定していけば、同時にすべての値をチェックできる、ということになります。下図のようになります。


ちょっとピボットテーブルのようですね。

この例だと、例えばガソリン満タンなら、全部で48000円使って、平均は8000円、満タンは全部で6回で入れていて、最大も最小も平均も8000円なので、満タンの時は毎回8000円使ったんだなあ、とわかります。

経費の申請者単位で、こういうものが見えると、例えば その人が使っている営業車が8000円のガソリンが入る大きさのものじゃないときは、「あれ？これ本当？」ということが見えてきます。「じゃ全員のやつ調べてみようか」ということにもなります。

Chapter25 Microsoft Query内で集計関数を使うには

平均や、合計などの関数が使えます。

前項も参考にしてください。

SQL文を直接編集することもできます。

SQLボタンを押すか、表示→SQL から、SQL文を直接編集して集計関数を操作します。

Chapter26 Oracleへの接続

事前に、OracleODBCを使ったDNSを作成しておく必要があります。

§1 「データソースの選択」ダイアログの表示

「データ」「外部データの取り込み」「新しいデータベースクエリ」とクリックします。「データソースの選択」ダイアログが表示されます。

OrcleODBCで作成したDNSを選んで「OK」します。

マイクロソフトのオラクル用ODBCでは接続できないことがあります。



パスワードを入力して「OK」


「DEPT」を選んでみる


§2 「クエリウィザード－データの抽出」画面のスキップ

「次へ」でスキップします。


§3 「クエリウィザード－並べ替えの順序の設定」画面のスキップ

「次へ」でスキップします。


§4 「クエリウィザード－完了」画面

「Microsoft Excel」にデータを返す」にチェックが入っていることを確認して「完了」ボタンを押す。


§5 結果の出力先のシートの決定

「新規ワークシート」にチェックを入れて「OK」します。


「既存のワークシート」でもよいのですが、思わぬところに出力されてしまうのを回避するために「新規ワークシート」にチェックを入れています。



Chapter27 パラメータセル入力と結果表示を同じシート上で行い、それをピボットのソースにする方法

下図のように、Microsoft Queryの条件グリッドの画面を、結果を表示するシート状に再現し、Microsoft Queryの画面をいちいち呼び出さなくてもパラメータの値を変更・反映できるようにします。

フィルタオプションの設定のような感じです。

この場合、A1からA10まで（下図赤色セル部分）は何も入力しないようにします。また、表の右側（F10から右、かつ下側すべてのセル）にも何も入力してはいけません。表の範囲を定義するのにはそのように「何もしない」ことが必要なためです。

F10から右、かつ「上」側は自由に入力できます。

ここでは一応9行分（列名を表示すると8行分）のパラメータ入力ができるように設定してみます。


●Excelに返す結果の上に、空白セルを含めるための準備

結果表示したいシートをあらかじめ作成しておき、一応シート名も付けておきます。

データを返す場所を設定するときに、そのシートのA10をクリックします。

●表範囲の設定方法

「=OFFSET($A$10,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($10:$10))」
10行目からを表の範囲としたい場合（10行目に列名を書くとき）は、ここを10にし、20行目からを表の範囲としたい場合（20行目に列名を書くとき）は、ここを20にします。

（設定後、Excelにシート名を含んだ式に勝手に書き換えられてしまいますが、それでOKです。）

Chapter28 パラメータセルの場所を変更する方法

表を右クリックして「パラメータ」をクリック。

Chapter29 ファイルサーバのxlsファイルのデータをMicrosoftQueryで読み込む方法

サーバー側の共有フォルダ→Data1というパソコンのData01フォルダ。

ここに目的のファイルが格納されているとします。

データソースをいつもどおり、Excelを選んで「OK」


「ネットワーク」ボタンをクリック



「ドライブ」を「なし」にして「参照」ボタンから目的のパソコンの共有フォルダ（ここではData01）を選択して「OK」





「フォルダ」にパス（UNC）が入力されるので「完了」ボタンを押す。


フォルダが開くが一端消す。ブックの選択画面に戻るので目的のファイルを選んで「OK」する。





次回からはここを選ぶだけで目的のxlsファイルを指定できる。

新しい共有フォルダを追加するたびにこの操作が必要。

いったん共有フォルダへのパスを作ってしあめば、他の吸い込み側のxlsファイルを新規作成してもここから選べる。


第4節 複数の表の操作

第1項 操作説明の前に…

Chapter1 「リレーショナル・データベース」について

本サンプルでは（QryTest.xls）、「経費明細」のほかに「従業員マスタ」という表も格納してあります。

そして、この「従業員マスタ」の「従業員番号」と「経費明細」の「提出者」は同じ値で結び付けられるようになっています。（下図参照）








データベースの世界では、従業員マスタの「従業員番号」を「主キー（Primary Key）」、経費明細の「提出者」を「外部キー（Foreign Key）」と呼んでいます。

例えば経費明細の「提出者」の「１」番は、従業員マスタの「従業員番号」の「１」番に対応しています。

つまり、「経費明細の提出者１番は、すべて、営業部の田中部長が提出した経費である」、という意味になります。

このように、ある値をもって、2つの表を紐付けさせることをデータベースの世界では、「リレーションを設定する」などと呼んでいます。

また、このように、必要最小限の関係性のあるデータだけを1つの表にまとめ、そのような表をいくつかの表に整理したデータベースを「リレーショナル・データベース」と呼びます。（大雑把で恐縮ですが）

「仮想表」のことをAccessでは「クエリ」、SQL Serverでは「ビュー」と呼んでいます。各ソフトで呼び方が変わります。

そしてリレーショナルデータベースでは、この例のように2つの「実表」の紐付けから以下のような「仮想表」を瞬時に作成することができます。




ソース（Source：源、源泉、モト情報）

このような「仮想表」が瞬時に作成できれば、あとはこれをソースにしてピボットテーブルなどで集計すれば、個人ごとの集計も一瞬ですし、部ごとの集計も一瞬です。当然、期間ごと、月ごと、週ごと、科目ごと、等の集計も一瞬で終わります。

Excelの機能としてはここまで説明されることは少ないのですが、実はこの「リレーショナル・データベースの考え方」こそが、「データ管理」の「初歩」であり、「基本」であるのです。

この考え方は、Excelにおいても「最重要」の「基礎」ですから、これを知らずしてExcelを語ることなかれというくらい重要度が高いです。

この考え方を習得すれば、例えば 串刺し演算などを覚える必要も無くなり、それにまつわる集計ミスや集計時間のロスなどが大幅に減らせます。

日付や時間、期間の条件指定も簡単なので、日付さえ入れておけば、データの入力時にそういったことを気にすることもほとんどありません。

そのほかにもメリットがいっぱいです。

弥生シリーズ、奉行シリーズ、などでも出せない複雑な条件での集計やリストアップが、ドラッグと簡単な条件入力で出せたりすることもあります。

また、この「リレーショナルデータベースの考え方」はほぼ汎用的なものなので、Excelはもちろん、Access、SQL Server、Oracle、MySQL、PostgreSQL、などでも応用が利くものです。そういった意味でも一度覚えてしまえば、色んな場面で楽になるので、是非この機会に習得されると良いと思います。

申し遅れましたが、Excelでは、「Microsoft Query」の機能がこの「リレーショナルデータベースの考え方」や「SQL」を学べる機能です。
「リレーショナルデータベースの考え方」の基礎を学ぶためのとっかかりとなります。

Chapter2 経営者・幹部とリレーショナル・データベースの考え方の関係について

「リレーショナル・データベース」の考え方・機能は、まさに「急がば回れ」といった感じの「データ管理」の基礎です。

「リレーショナル・データベース」は、きちんと学習するには奥が深くて難解な部分も多いですが、実務で「できるところまで」ということなら、それほど難解ではありません。また「慣れ」の問題のほうが大きいです。

「データ管理の基礎」とは、言い換えれば「非常に多くの切り口での集計や分析の基礎」という意味です。

「リレーショナル・データベース」の考え方は、その習得と「慣れ」には幾分時間はかかりますが、いったん「慣れ」てしまえば、データ管理、集計、ひいては分析において、かなりの高効率を得ることができます。

それほどの効率化を実現できます。

例えば、このリレーショナルデータベースの基礎を知っていると知らないとでは、データ管理の効率的に、少なくとも2倍、通常で10倍前後、時には30倍以上の差が出ます。

昔はこんな風に考えていましたが、この考え方は間違いでした。

逆にいうと、「リレーショナル・データベース」の考え方・機能を知らない場合、10倍以上の効率化のチャンスを「みすみす逃す」ということにもなります。

そのときあなたは「平気でいられる」でしょうか？
そのほか「データ管理や分析において、時間・金額の両コストに非常に大きな差が出る」ということも言えます。

従って、リレーショナルデータベースの基礎を知っていればかなりの開発コストを抑えられる可能性もあります。

経営TOPが勉強して「リレーショナルデータベースの基礎」を習得すれば、いろいろなメリットが出てきます。（特に零細では）
システム外注するときも業者の言うことが多少なりともわかってきますし、社内、部署内のデータ管理の無駄がわかってきます。

関連して、無駄な表計算関連の業務、残業を減らせるかもしれません。

また、データを一元管理、共有もできるようになりますので、社内不正をチェックしやすくなるとか、顧客対応力がアップする、などの効果も期待できます。

多くのパソコン教室などでは、残念ながらこの「データ管理の基礎」を教えてくれないので、結局「Excelを使いこなせない方々」を量産してしまっています。

「データを入力したはいいが、使いまわしが利かない」という状況を増やし続けてしまっています。

ビジネスデータの管理に限っては、そのデータの使いまわしをするのにExcelVBAのプログラムを多用するのは、無駄以外のの何者でもないです。

ビジネスの定型データの集計、複雑な条件でのリストアップに、もともとVBAプログラムなんて必要ありません。

ですので、ぜひ、このリレーショナルデータベース、リレーションシップ、を知って、何ができるかやどんな数字がだせるか、どんなリストアップができるか、を知ってほしいと思います。

これ書いたときは10年でしたが今はもう20年は経ってますね・・・

Excelが誕生して10年以上も経っていても、状況はほとんどかわりません。

マイクロソフトやExcelのパワーユーザーさん達はこれまで一体何をしてきたのでしょうか？  

僕は今でもExcelはあまり使っていませんが、こんなにいい機能があるのにどうして今までもっと表に出して紹介されてこなかったのか、不思議でなりません。

「リレーショナル・データベース」の考え方、「リレーショナル・データベース」の基礎、は、Excelでは「Microsoft Query」で学べます。

そしてさらに「分析の基礎」である「ピボットテーブル」機能と連携させると、数段パワーアップします。

「Excelでも地図が書ける」とか、「1枚の文書ならExcelでもOK」とか、そのような（ある意味では）「他のソフトでもできる」「どうでもいい機能」は別に覚えなくてもいいのです。

そんな機能は本当は「他の人が使ってファイルをよこしてくるから仕方なく覚えなければならない枝葉の機能」です。

RDB（リレーショナルデータベース、Relational DataBase の略）

本来なら、このMicrosoft Queryとピボットテーブルを真っ先に覚えて、「データ管理の基礎」を固めたほうが効率がいいのです。ほとんどのオフィス用PCにはExcelは入っていてもAccessやRDBソフトは入っていないのですから。

多くのPCにおいてデータ管理の効率化が図れるソフトは現実的にはExcelしかありません。ですのでExcelを「真の効率化」に使わないほどもったいない話はありません。

Excelは表計算・グラフ化・簡易データベースソフトであって、グラフィックソフトではありません。

本来、ExcelがExcelであるための機能は、この簡易データベース機能と各種の分析機能です。Excelじゃなくてもできるような枝葉の機能はそれらを覚える過程でついでに覚えても全く問題はありません。

特に、「Microsoft Queryとピボットテーブルを制す者は、データ管理を制す」と言っても過言ではないかもしれません。

より高度で細かい自動化をしたくなるとVBAや関数を使う場面も出てきますが「基本操作」では使いません。

この2つは基本操作にVBAや関数を使いません。

操作自体はそれなりにいろいろと覚えなくてはいけませんが、基本操作の多くは、クリック、ドラッグ、コピペ、です。

ですので、「習得が困難」ということは無いと思います。

逆に「この程度の機能の習得ができない」程度の方では、失礼ながら「上司である資格は無い」というくらいの機能です。

幹部、上司たるためには論理的な部分と野性的な勘の部分と両方必要かと思いますが、その一端の「論理的な思考」ができない方が上に居たら会社がつぶれてしまいます。「Microsoft Queryとピボットテーブル」は「少しの論理的な基礎」を学ぶだけでおおむね理解ができ、操作もできます。

細かい論理は後回しにして、実際に動かしてみながら使えるので便利で効率的です。

筆者は将棋をしたことがほとんどないのですが、「Microsoft Queryとピボットテーブル」は恐らく「将棋」と似たような感覚で、楽しみながら、数字遊びをしながら覚えていけると思います。

気軽に試行錯誤しながら覚えていけますし、「頭の体操」にもなります。

ぜひ、この機会に基本操作を習得して頂ければと思います。

繰り返しますが、筆者は、中小・零細のデータ管理の基礎は「リレーショナル・データベース」の考え方と「多角数値分析」だと考えています。

つまり、Excelで言えば「Microsoft Query」と「ピボットテーブル」です。

この2つの機能を使いこなせるようになれば、例えばAccessを購入しなくてもある程度までは対応できると思います。

逆に、Accessをはじめ、SQL ServerやOracleなどに移行する際もかなりやりやすくなります。

移行の外注に際しても、移行コストや要件定義コストなどがかなり減ります。

メリットが大きいのでぜひ習得してほしい基礎だと思います。

Chapter3 経営者・幹部の方へのご注意（勘違いをしないために）

「Microsoft Queryとピボットテーブルを制す者は、データ管理を制す」と少々大げさに書いてしまいましたが、注意点としては「データ分析の切り口は自分で見つけるしかない」という事があります。

「Microsoft Queryとピボットテーブル」は確かにいろいろな切り口、角度での集計・分析に役立ちますが、「Microsoft Queryとピボットテーブル」さえ習得すればすべてがすぐにバラ色になるというわけでもありません。
各種の分析の際の「切り口」「角度」は常日頃から分析の試行錯誤を重ねることや。実体験の積み重ねとデータに裏付けされた「勘」、各種のキーワード、などでしか得ることができないからです。

そのため、変な日本語になってしまいますが、もし、もう少し実態に即した形に言い換えるとすれば、「Microsoft Query、ピボットテーブル、経験、勘、試行錯誤、を制す者は、データ管理を制す」というほうが適当かもしれません。

しかしながら、「Microsoft Queryとピボットテーブル」の「仕組み」自体がベースに存在しなければ、それらの切り口を「短時間に」発見することが難しい場合も多々ありますので、まずは「Microsoft Queryとピボットテーブルありき」なのは間違いありません。

Chapter4 MicrosoftQueryとピボットテーブルを習得すると得すること

・データの入力自体が簡単でスピーディ

慣れると意外と難しくない

・表のレイアウトもシンプル

・クロス集計表が自由自在に作成できるし、集計が楽。

・集計・分析（原因追求等）においては、通常教えられる「Excelの基礎」で集計・分析するより、最低2倍から、通常10数倍、場合によっては30倍以上の効率化を図ることが可能。

・試行錯誤が旧来の何十倍ものスピードでできるようになる。

そのため分析速度もあがり、「宝物」情報を発見する確率があがる。

（大きな宝、小さな宝、ともに。大きな宝はともかく、小さな宝を日々活用することが重要で、それが可能となる。POSデータの活用など。）

・小規模なデータベース機能ならほぼこれで補えるので、高額なソフトを買う必要が無くなる。

・関数、VBAをたくさん覚えなくても結構高度な集計ができる。

・Excelの無駄な機能を覚えなくても活用できるようになる。

・Excelにおける種々の「壁」を一気に突破することができる

・データを「最初から整理してストックする」習慣や効率よく物事を管理する基礎が見につくので、集計だけでなく色んな場面でも応用が利く。

・情報の共有化や一元管理が進むようになるので、社内不正などをお互いにチェックしやすくなる。

・ミスもチェックしやすくなる。

・クレーム情報などと他の要因の因果関係などを調べることも（入力する列の構成によっては）、不可能ではない。

・「備考」列を活用することにより、いろんなヒントが得られる。

・顧客マスタ、商品マスタ、売上明細、接客明細、などを作ってリレーションさせることにより、顧客ごとの購入履歴やいろんな情報を引き出せるようになる。

例えば、最後に来店してからどのくらいご無沙汰かとか、どんな年収の人がどんな商品を買っているかなど。

来店頻度やなどもわかるので、RFM分析などもできるようになる。

RFM分析では顧客をいろんなランクに分けることができる。

・ランク分けだけだとあまり効果がない場合は、OneToOneマーケティング的に使うこともできる。RMFで「リピータ予備軍」に位置するお客様一人一人に、購入履歴、接客履歴などを見ながら個別の対策を練ることも可能。

・データの整理がきちんとできるようになるので、規模が大きくなりそうなことが想定できる場合、システム外注がしやすくなる。

バラバラな管理状態のデータのまま外注するよりも開発コストが大幅に削減できる。

要件定義コスト、データ整理コスト、設計コスト、などが削減できる。

（金額の結構大きいところ）

・自社開発において、他のデータベースに移行するにも楽。この場合もバラバラな管理状態のデータのまま外注するよりも開発コストが大幅に削減できる。

・「上司」が無駄なExcel操作をしなくなるので、部下も育つ可能性がある。

・「上司」が「レベルの低い無駄な分析」を認めなくなるので部下が育つ可能性がある。

第2項 操作説明

Chapter1 複数の表の操作（引き続き、QryTest.xlsとq.xlsにて）

では引き続き、Microsoft Queryで２枚以上の複数の表を同時に扱う方法を説明します。

§1 モトとなるファイルの構成

単一表の操作の続きからやります。

なので、QryTest.xls が、Dドライブの「Data01」というフォルダに存在する前提です。

これまのでサンプルの配置と変わりません。

D:\Data01\QryTest.xls というパスになります。

Dドライブがない方はCドライブにData01フォルダを作成し、その中にQryTest.xlsを配置してください。DドライブはCドライブに適宜読み替えてください。

そのファイルを、q.xlsから読みにいっているという形も変わりません。

Microsoft Queryによって、下図のように、「QryTest.xls」の「経費明細$」が単一表としてシートに表示されている状態からはじめます。

このようになっていなかったら、「QryTest.xls」をセットした上で、16ページの「単一表の操作」から始めて、この状態にしておいてください。


この状態から、先にも説明しました、65ページの『 「リレーショナル・データベース」について』のように、「従業員マスタ」の氏名や部署などを表示していきたいと思います。

§2 Microsoft Query の起動

前項の「経費明細$」の表を右クリックし、クエリの編集、を押します。

クエリウィザードが立ち上がりますが、ウィザードは使わないので「キャンセル」を押します。

「Microsoft Queryを使ってこのクエリの編集を続けますか？」と聞かれるので、「はい」を押します。

Microsoft Queryの画面が出ます。

§3 子ウィンドウを最大化する

Microsoft Queryのウィンドウは子ウィンドウが出るのですが、操作がしづらいので子ウィンドウを最大化します。Microsoft Queryを起動したら必ずこの操作をしておきます。ここでも最大化してあるものとしてお話をすすめます。



§4 用語：「テーブル」について

そろそろ避けて通れなくなってきたので、再度、ここで「テーブル」について説明します。

データ管理の世界では、「表」のことを「テーブル」と呼びます。

とくに、明細形式になった表（Excelでよく言うリスト形式の表とか、データベース形式の表などと呼んだりもします）のことを、テーブルと呼ぶことが多いです。

Excel以外に、Access、MySQL、SQLServer、オラクル、PostreSQL、でも表のことはテーブルと呼びます。

§5 「従業員マスタ$」テーブルの表示

「テーブルの追加」ボタンを押すと「テーブルの追加」ダイアログが出るので、




「従業員マスタ$」を選択して、「追加」ボタンを押します。

テーブルエリアに「従業員マスタ」が現れます。（下図赤枠）



「従業員マスタ$」と書かれているテーブル名の部分をつかんでドラッグすると、テーブルを移動させることができますので、すこし、右に移動させます。



§6 「経費明細$」と「従業員マスタ$」とをリレーションさせる前に

複数の表において、その間でリレーションが組めるようにするには、リレーションを組みたいテーブル同士にキーとなる値が・・・、もう少し言うと、同じ値が無ければなりません。

65ページの『 「リレーショナル・データベース」について』を見ていただくと分かると思うのですが、本事例では、「経費明細$」の表の「提出者」の列と、「従業員マスタ$」の「従業員番号」がそれです。

「列名」までは同じでなくてもいいのですが、そのデータの型や値に共通のものがなければなりません。（Excelではデータの型まで同じでなくてもOKかも）

共通、とは、例えば見てのとおり「経費明細$」の表の「提出者」列には、「従業員マスタ$」の「従業員番号」が名前などの変わりに入力してあります。

つまり・・・

世間一般では、従業員マスタ＝従業員台帳に載っている各従業員の番号を「従業員ID」と呼ぶことが多いです。


同じように商品マスタ＝商品台帳に載っている各商品の番号を

「商品ID」、


そして、顧客マスタ＝顧客台帳に載っている各お客様の番号を「顧客ID」、

と呼ぶことが多いです。
「経費明細$の提出者列の ”１”」＝「従業員マスタ$の ”１”」＝田中さん

「経費明細$の提出者列の ”２”」＝「従業員マスタ$の ”２”」＝鈴木さん

「経費明細$の提出者列の ”３”」＝「従業員マスタ$の ”３”」＝佐藤さん

「経費明細$の提出者列の ”４”」＝「従業員マスタ$の ”４”」＝西田さん

というかたちで入力がなされている、ということです。

つまり・・・、

・経費明細$の提出者列の”１”と従業員マスタ$の”１”は共通の値で田中さんのこと

・経費明細$の提出者列の”２”と従業員マスタ$の”２”は共通の値で鈴木さんのこと

・経費明細$の提出者列の”３”と従業員マスタ$の”３”は共通の値で佐藤さんのこと

・経費明細$の提出者列の”４”と従業員マスタ$の”４”は共通の値で西田さんのこと

・・・ということで、もう少し別の言い方をすると、

・経費明細$の提出者列の”１”は名前の代わりに田中さんの番号が入力されている

・経費明細$の提出者列の”２”は名前の代わりに鈴木さんの番号が入力されている

・経費明細$の提出者列の”３”は名前の代わりに佐藤さんの番号が入力されている

・経費明細$の提出者列の”４”は名前の代わりに西田さんの番号が入力されている

ということです。

こういう意味での「共通」です。

このように複数の表の中に「共通の値」が入っているときだけ、リレーションが組めます。

ということになりますと、逆に、もしリレーションを組んでデータ管理を安価・かつ・手間を減らし、スピーディにやっていきたい場合は、複数の表の中にお互いに共通の値を入れて紐付けし合うことができるように、あらかじめテーブルの列を構成しておかないといけない・・・、ということになります。

なお、今は詳しく知らなくても良いのですが、このとき、

・従業員マスタ$側に存在する「共通の値」

＝「台帳」側に存在する「共通の値」のことを

＝「プライマリキー」とか「主キー」と呼びます。

（primary key、PK）

一方、経費明細$側に存在する「共通の値」

＝「日々・毎時間の明細表」側に存在する「共通の値」のことを

＝「フォレインキー」とか「外部キー」と呼びます。

（foreign key、FK）

このサンプルを試すだけなら、詳しく知らなくてもいいですが、もし、今後、リレーションを勉強して、無駄な集計残業や無駄なプログラミングを減らしていきたいとお考えでしたら、ぜひ、覚えておいてください。

§7 リレーションとベン図

小学校か中学校で、下図のような「ベン図」を習ったことがあると思います。


「リレーションを組む」、ということは、なんとなくこんなようなイメージです。

例えば「経費明細$」と「従業員マスタ$」にて、共通の値でリレーションを組むと・・・、

(01)共通の値を保持した行（中央の重なった部分）

(02)経費明細には在るけど従業員マスタにはない値を保持した行（左緑色部分）

本当にVBAプログラムは1行も書きません。（設定は少ししますが）

そしてリレーションのすごいところは、リレーションを組んで作った仮想表に、さらに別の表とリレーションが組める点です。
そのように多段的に何段階でもリレーションが組めます。
この仕組みのおかげで、プログラミング知識がゼロでも、それなのにもし、複雑な条件指定が来ても、ぜんぜん怖くなく、また、中高生でもデータピックアップや集計ができてしまいます。

(03)従業員マスタには在るけど経費明細にはない値を保持した行（右水色部分）

の３タイプのデータを、VBAプログラムを書くことなく瞬時に（速いと０コンマ数秒で）区分けして取り出すことができます。

そして、

(01)共通の値を保持した行（中央の重なった部分）とは、

経費明細$にも従業員マスタ$にも存在する値が入力されている行、全部です。

たまたま、本事例では、従業員マスタ$の1～4の値が経費明細$側にも全部入力されていますので、両方の表のデータ全部、ということになります。

ただ、こういうときばかりではありません。

(02)経費明細には在るけど従業員マスタ$にはない値を保持した行（左緑部分）

とは、

今現在、従業員マスタ$には、4番まで（＝4名分）のデータしかありません。

経費明細$にもし、5番目以上（5番以降）の値・行が書き込まれていたら、その行が相当します。

例えば、再度65ページの『 「リレーショナル・データベース」について』を見ていただきたいのですが、本事例では経費明細$の提出者の列には1～4の値しか入っていませんが、でもそうではなくて、もし、5とか、6、7、8、・・・と、とにかく1～4以外の数字が入っていたと仮定すると、その行は全部です。

(03)従業員マスタには在るけど経費明細にはない値を保持した行（右水色部分）

は、(02)の逆ですね。

今現在、経費明細$には、1～4番まで（＝4名分）のデータしかありません。

経費明細$は今の状態のまま 従業員マスタ$の側にもし、5番目以上（5番以降）の行が書き込まれていたら、その行すべてが相当します。

これらがお互いからプログラミング無しに一発引出しできます。

Microsoft QueryやAccessの「クエリ」機能では、このリレーションを組むことをドラッグだけでできてしまいます。

本当は、これは若干の命令文（SQL文）を書いてリレーションを組むことを実現するのですが、これをMicrosoft QueryやAccessの「クエリ」機能では、SQL文を書く勉強をしなくても、ドラッグ一発だけで組める仕様になっています。
では、次項で実際にリレーションを組んでみます。

§8 実際に「経費明細$」と「従業員マスタ$」とをリレーションさせる

では、実際に「経費明細$」と「従業員マスタ$」とをリレーションさせてみましょう。

まずリレーションさせる列を確認します。

以下の2つとなります。

「経費明細$」の「提出者」列

「従業員マスタ$」の「従業員番号」列

この２つをドラッグで結びます。そうすることでリレーションが組めます。

操作としては、テーブルエリアの「提出者」列を「従業員番号」列に向かってドラッグで重ねるだけです。





以下のように「結合線」ができます。




データペインは以下のようになっています。


§9 データペインへ「従業員マスタ$」のデータの追加

†1 「氏名」の表示

「提出者」列は従業員の番号が入力されていますが、これだとよく分からないので、「氏名」を表示してみます。

テーブルエリアの「従業員マスタ$」の「氏名」をつかんで、ドラッグでテーブルペインに落とします。

落とす場所は空白列の上が分かりやすいです。「氏名」をダブルクリックすることでもこの位置に、「氏名」列を表示させることができます。

また、「備考」列の上にドラッグすると、「金額」と「備考」のあいだに表示されます。



名前が表示され、わかりやすくなりました。


†2 「部署」と「役職」も表示してみる

同様の操作で「部署」と「役職」も表示してみます。

以下のようになります。


§10 列表示に関する基本操作

†1 すべての列をいちどに表示する方法

以下の3つのいずれかでできます。お試しください。

・テーブルエリアの各テーブルの「*」をダブルクリックする

・                〃               をデータペインにドラッグする

・テーブル名をダブルクリックしてデータペインにドラッグする

†2 任意の複数の列を表示する

まず、任意の複数の列をShiftキーを押しながら上から下まで・・・とか、Ctrlキーを押しながら個別に・・・、とかで複数の列名を選択します。

選択したもの＝青色反転した部分をつかんで、データペインにドラッグします。

以上で一度に、複数の列を表示できます。

†3 列の選択

列名をクリックすると1列分選択できます。Excelと似ています。

†4 複数列の選択

隣り合う列を、連続でなら複数列を一度に選択できます。

（飛び飛びでの列の選択はできません。）

ある列名を掴んでそこから左右、好きな方向に横にドラッグします。

ドロップしたところまでが複数、一括選択されます。

もしくは、ひとつの列を選択したのち、Shiftキーを押しながら、複数選択したい列のうちの 最後の列の名前をクリックします。

あるいは、ひとつの列を選択したのち、Shiftキーを押しながら←や→の矢印キーです。

一度に列を消したり、複数列で並べ替えしたりするときに良く使います。

†5 すべての列の一括選択

データペインの一番左上の角の部分（下図赤枠）をクリックすると、すべての列を一度に選択できます。



†6 列の非表示

非表示にしたい列の列名を押して、Deleteキーを押します。

†7 列幅の自動調整

Excelと同じような感じです。

列名をすべて選択して黒反転表示させ、その状態のまま、列名と列名の境界線をダブルクリックします。

すべての列の列幅が自動調整されます。

1列だけなら、列の選択はせずに、列名と列名の境界線をダブルクリックします。

†8 列の移動

移動させたい列の列名をつかんで、移動したい位置にドラッグするだけです。

†9 単一列での並べ替え

並べ替えをしたい列を、どこでもいいのでクリックして、画面上部の「昇順」「降順」ボタン（下図）を押します。


†10 複数列同時の並べ替え

同時に並べ替えしたい列を、隣り合わせになるように移動させます。

同時に並べ替えしたい複数列を一括選択します。


画面上部の「昇順」「降順」ボタン（下図）を押します。


いろいろわかります。


§11 参考操作：経費上限を上回っていないかを調べる

従業員マスタ$に各人の経費の上限値が入力されていますのでそれを上回っているかいないかをリレーションを利用することで調べます。

†1 いったんすべての列を消す

下図の赤枠部分をクリックして、Deleteキーを押します。

すべての列が消えます。


†2 「氏名」「金額」「経費上限」を表示させる

・従業員マスタの「氏名」

・経費明細の「金額」

・従業員マスタの「経費上限」

・・・という順番で各々をダブルクリックしてデータペインに表示します。

下図のようになります。


「金額」の列名をダブルクリックします。

以下のようなダイアログが出ますので、「集計」のドロップダウンで「合計」を押します。

これは、「経費明細の金額列を、その列よりも左にある列の値でグループ化しつつ、合計を集計し、「合計：金額」という列名に変更して表示しろ」という意味になります。ちょっとしたピボットのような集計ができます。




「OK」を押すと実行されます。以下のようになります。


鈴木さんと西田さんが、決められた上限を上回ってしまっていました。

このように、2つの表を同時に扱うと見えてくることがいっぱいあります。

これをVBAプログラムでやろうとすると、とてつもない無駄なプログラムを書かないといけません。かといって、手作業でも、対象の人員数が数十人、数百人になれば大変な作業です。

Microsoft Queryは、といいますか・・・、「SQL」「リレーション」はこういうときに本当に無駄なプログラミングや手作業を減らしてくれます。

この集計作業、何分、それとも何秒でできそうですか？

ぜひみなさんにこの恩恵にあずかってほしいと思います。

先人たちが作ってくださった偉大な集計システム・理論をぜひ、活用してみてほしいと思います。

もしあなたが、「こういうことができるなら、あれも簡単に調べられるんじゃないか？」とひらめいたのでしたら、ぜひ、ExcelのMicrosoft Queryを触ってみてください。

バージョン2000では約65000件ですが、バージョン2007以降なら100万件まで操作できます。

（件数が増えると動作が遅くはなりますが、零細さまや個人さま、学生さまなら、十分使える場面があると思います。）

§12 「SQL」ボタン、ダイアログについて

前項までの状態をどんな命令文で行っているかを確認することができます。

Microsofut Query は、クリックやドラッグ中心の操作ですが、実はその裏で、それらをすることで「命令文」を自動生成しているのです。

その命令文が「SQL文」と呼ばれるものです。

「命令文」と聞くと拒絶反応を起こしてしまうかもしれませんが、VBAよりも簡単です。

もちろん奥は深くて専門家でないとできないこともありますが、敷居はVBAほど高くなく、私たち素人でもわかる部分も少なくないです。

ぜひ、SQLにも、触れてほしいと思います。

多分簿記と同じレベルか、多くはそれよりもはるかに易しく、分かりやすいと思います。

前項までの作業をして、そのまま、「SQL」ボタンを押します。

（表示→SQLでもいいです。）



なんだか意味不明の暗号めいたものが書いてありますが、これがSQL文と呼ばれるものです。


ITパスポート試験をされるかた、システム構築をしたい方、等々にとっては必須のものです。

すごく意味不明に見えますが、適当なところで改行を入れるとすっきりとします。

ちょっとやってみましょう。

まず、SQLダイアログからそのままSQL文をコピペします。

以下のようになりますが、これだと意味不明ですね。

SELECT `従業員マスタ$`.氏名, Sum(`経費明細$`.金額) AS '合計 : 金額', `従業員マスタ$`.経費上限

FROM `D:\Data01\QryTest`.`経費明細$` `経費明細$`, `D:\Data01\QryTest`.`従業員マスタ$` `従業員マスタ$`

WHERE `経費明細$`.提出者 = `従業員マスタ$`.従業員番号

GROUP BY `従業員マスタ$`.氏名, `従業員マスタ$`.経費上限

では、この文の、カンマのあとや英単語のあとなどで改行を入れてみます。

以下のようになります。

SELECT

 `従業員マスタ$`.氏名,

 Sum(`経費明細$`.金額) AS '合計 : 金額',

 `従業員マスタ$`.経費上限

FROM

 `D:\Data01\QryTest`.`経費明細$` `経費明細$`,

 `D:\Data01\QryTest`.`従業員マスタ$` `従業員マスタ$`

WHERE

 `経費明細$`.提出者 = `従業員マスタ$`.従業員番号

GROUP BY

 `従業員マスタ$`.氏名, `従業員マスタ$`.経費上限

ちょっとすっきりしました。

これらの英単語での命令を
「SELECT句」
「FROM句」
「WHERE句」
などと呼びます。
「句単位」の命令だ、ということです。
ちなみに、リレーションは「WHERE句」で設定されます。

SELECT は「次の列名を表示しろ」という命令です。

以下、

FROM  は「次のテーブルからね！」

WHERE は「次の抽出条件にしろ」

GROUP BY は「次の列でグループ化しろ」

という命令です。

細かいことは置いておいて、SQLとは、この、「SELECT」とか、「FROM」といった人間にもわかりやすい命令語句で、データの抽出や集計を行う機能であり、理論、命令言語、でもある、ということです。

今ここで詳しく何かを覚える必要はありませんが、「SQLは簿記やVBAよりは、見た目的にもわかりやすい」と感じて頂けたらいいなと思います。
Microsoft Query やAccessの「クエリ」機能は、この「SQL」を自動生成しながら同時に、ビジュアル的にデータのピックアップや集計もしてくれる便利な機能・ユニットだと知ってくれたらないいなと思います。

§13 SQLとMicrosoft Queryによるメリット

Microsoft Queryが便利なのは、SQL文をテキストファイルなどに貼って、言わば「バックアップ」をしておくと、もしどんどんと違うデータ抽出や集計をしてしまったとしても、バックアップしてあったSQL文さえあれば、いつでも再現ができる点です。

バックアップしたSQL文を、このSQLダイアログに再度貼り付けて「OK」するだけで、いつでもその結果を再現できます。

意味など分かってなくても、まるっと、SQLをバックアップしておき、SQLダイアログに貼り付けるだけで再現できます。（ただし、SQL文の中で使うExcelファイルとテーブルがMicrosoft Query内に設定されている必要がありますが・・・）

これは本当に便利です。

この動作はAccessの「クエリ」も同じで、SQLを勉強するにももってこいです。

Chapter2 ピボットテーブルの操作などを交えて更にできること

ここでは紙面の都合上、これ以上の具体的操作をご紹介できませんが、ここまでのMicrosoft Queryで出した結果の表を、単一表のときの扱いと同じように、

「=OFFSET($A$1,0,0,COUNTA($A:$A),COUNTA($1:$1))」での名前の定義
にて、ピボットのソースとしていただくと本当にいろいろなことができます。

例えば次のようなこともできます。

部署ごとの集計

期間ごとの集計

週ごとの集計

役職ごとの集計

ピボット上で「提出者」を「氏名」に変更

D:\Data01\QryTest.xls の、「従業員マスタ」に「簿記資格」の列を作り、それをピボットソースとなっているMicrosoft Queryに表示させ、ピボットの集計にもその列を含める。

これは、もとのExcelファイルにいつでも列を増やせることを意味します。

リレーションを設定しない場合、

日付（期間）、科目、金額、提出者、備考、別の集計表に、

さらに、件数、金額合計、平均、最大値、など、多くの切り口を加えることができます。

リレーションを設定すれば、

さらに部署別、氏名、役職別、年齢別、などの切り口を加えることができます。

当然、件数、金額合計、平均、最大値、など、も。

グラフ連動もできるので並べ替え、その他により、ビジュアル化でき、分析しやすくなります。

第4章 Tips02

Chapter1 クエリウィザードを表示しないようにするには

慣れてきたらクエリウィザードはうっとおしいだけなので表示しないようにしてしまいましょう。

空白シート上で「データ」「外部データの取り込み」「新しいデータベースクエリ」とクリックします。「データソースの選択」ダイアログが表示されます。

下図赤枠のチェックをはずしてキャンセル（そのまま操作を続ける場合は「OK」）すると次回からクエリウィザードが表示されないようになります。



Chapter2 他のxlsファイルのテーブルをリレーションさせるには

Microsoft Query では、他のxlsファイルのテーブルもリレーションさせることができます。

ただし、その際にはリレーションさせたい全てのxlsファイルが同一のフォルダ内に格納されていなければなりません。

もし格納されていないファイル（ファイルAとします）のテーブルも扱いたいときは、同一フォルダ内に、「ファイルAの使いたいテーブルのクエリ」を作成したファイルを作成します。（単純にファイルAをコピーしてしまうと、モトのファイルAと違うデータ内容になってしまう恐れがあるので）

複数のxlsファイルのテーブルを選ぶには次のようにします。

(1) データ、外部データの取り込み、新しいデータベースクエリ

いつもどおり「Excel Files* 」を選ぶ

(2) クエリウィザードを表示しないようにする

下図赤枠をOFFにして「OK」する。



(3) 1つ目のファイルの選択

Microsoft Queryとブック選択ダイアログが同時に開くので、1つ目のファイルを選択する。


(4) 1つ目のテーブルを選んで「追加」を押す。


(5) 「データベース」のドロップで、2つ目のxlsファイルを選ぶ。



(6) 2つ目のテーブルを選んで「追加」を押し、「閉じる」を押す。

(7) 違うファイルの2つのテーブルがグリッドに表示される。


(8) あとはリレーションを張るなり、各テーブルのフィールドを選ぶなりすればよい。

Chapter3 Microsoft Query をExcelとは関係なく直接操作する。

起動ドライブ名:\Program Files\Microsoft Office\Office\MSQRY32.EXE
がMicrosoft Queryの本体プログラムですので、デスクトップなどにショートカットを作ればそのまま使えます。


ファイル→新規作成で、いつもの以下の画面が出ますので、あとはいつもと同じです。Accessのファイルがあれば、Accessのファイルにもアクセスできます。


名前を付けて保存することもできます。

保存したクエリは「dqy」という拡張子がつきます。


次回、「開く」から開いて修正等ができます。

なお、Microsoft Queryを直接開いたときは結果をExcelに返すことはできません。

Excelに結果を返せるのは、ExcelからMicrosoftQueryを呼び出したときだけです。

ただし、直接Microsoft Queryで作成したクエリを、Excelの「新しいデータベースクエリ」から呼び出すことはできます。



その際は、結果をExcelに返すことができます。

第5章 エラー対策

Chapter1 Microsoft Queryのデザイングリッドにテーブルが表示されない

xlsファイルを何らかのフォルダに格納せずに、また、起動ドライブのルートに直接配置するとMicrosoftQueryを次回使うときに下図のように、どの表を使っているのかがわからなくなることがあります。

このとき、メニューのボタンもBeep音が出るだけで使えません。


作りこんでからこのような状態になると非常に面倒ですので、絶対に起動ドライブのルートにはテーブル専用のxlsファイルを置かないようにしてください。

（※Excel2000SR-1だけの現象かもしれません）

Chapter2 「クエリ式 （ ○×▼  ）の構文エラー：演算子がありません。」というエラーが出る。

クエリの編集をしようとした時に、以下のエラーが出る場合の対処法です。


「システムテーブル」にチェックが入っているにもかかわらず、左図のようになっている場合です。

クエリを作ったのに、ウィザード上（左のペイン）に、「Sheet××$Excel_Fileからのクエリ」というテーブル名が無い場合にこのエラーが出ます。


●本当は下図↓のようになってないといけません。



§1 解決方法01

上図のようにするには、「オプション」ボタンを押して、「テーブルオプション」ダイアログにて、「システムテーブル」のチェックをいったんはずしてOKします。




その後、再度、「テーブルオプション」ダイアログにて、「システムテーブル」のチェックを入れてOKします。



§2 解決方法02

データ量やフィールド数などの要因も原因かもしれません。小さなテーブルなら出ないエラーかもしれません。

どうやらクエリウィザード経由でクエリを編集しようとしたときに、「Sheet××$Excel_Fileからのクエリ」というテーブルが無い場合にこのエラーになるようで、クエリウィザードを使わずに直接、クエリ編集の画面を表示する場合は大丈夫なようです。

よって、84ページの「クエリウィザードを表示しないようにするには」を参考に、「クエリウィザード」を表示しない設定にすると良いようです。

Chapter3 「’’が見つかりません。パラメータや別名が正しいこと、無効な・・・」というエラーが出て、MSQuery上でのデータ更新ができない。


Accessのテーブルを覗いている時に、同じフィールド名が２つ以上あると、Accessが勝手に「テーブル名.フィールド名」という別名をつける。

どうもこの「.」がいけないのではないか？

「別名が正しいこと・・・」とエラーメッセージに書いてあるので。

このエラーはクエリウィザードを使用しない設定すると出る。

§1 解決方法01

Accessのクエリ側（ソースデータ）にて、もし同じフィールド名があったら、別名を明示的に作ってやる。例えば「.」のかわりにアンダーバーを使うような別名を明示的に設定する。

§2 解決方法02

このエラーはクエリウィザードを使用しない設定すると出るため、クエリウィザードを使う設定に戻すと出なくなることがある。

Chapter4 「パラメータが少なすぎます。2を指定してください」というエラーが出るとき

同上の場合があるので前項を参考にする。

Chapter5 MSQuery上で、結果の列名の並びが「記号・数・英・かな・漢字」になってしまってソースと同じ並びにならない。

MSQuery上のデザイングリッドが空白のまま表示されるので、テーブルエリアからドラッグすると、列名の並びが「記号・数・英・かな・漢字」になってしまう現象。

クエリウィザードを使用しない設定にして、再度、設定しなおすと、直ることがある。（ソースの列名の順番にMSQuery上の列名も並ぶ。

Chapter6 「クエリウィザードを使って、このクエリを編集することはできません。」というエラーが出る。

そのあと、「パラメータが少なすぎます。1を指定してください。」とか

「MicrosoftQueryを使ってこのクエリの編集を続けますか？」などというメッセージも出る場合。

MSQuery上にて、目的のテーブルを設定

→フィールドを１つ選ぶ

→Excelにデータを返す。

OKならとりあえず大丈夫。

ダメなら次の方法を試す。

Chapter7 MicrosofQueryにて、ソースとなるAccessデータベースを変更する方法

MicrosofQueryにて、ソースとなるAccessデータベースを変更したい場合、

SQLを書き換えるだけだとMSQueryのデザイングリッド画面にて、

「テーブルの追加」ボタンを押した際に、（SQLを書き換える前の）

mdbのパスが表示されてしいます。

それを解消する方法です。

●方法01

★事前にSQLをコピペしておきとっておく。これを（A)とする。

　SQLのmdbのフルパスは、新しいmdbのフルパスに変えておく。


※注意！


もしパソコンが、拡張子を表示しない設定になっていたら、


拡張子は書かない。

★クエリ結果のフィールド名の並びを、Accessのソースと同じ並びにするための処置

結果表の範囲外をクリックするか、別のシートをクリックする。

「データ」「外部データの取り込み」「新しいデータベースクエリ」とクリック

クエリウィザードの前の「データソースの選択」ダイアログが出るので、

「クエリウィザードを使ってクエリを作成/編集する」にチェックが入っているかを確認。

入っていれば、「キャンセル」。

入っていなければ、チェックを入れてから「キャンセル」する。

※クエリウィザードを使うと、「クエリ結果のフィールド名の並びを、Accessのソースと同じ並び」にできる。　　


MSQueryのデザイングリッドで直接mdb変更をやると、フィード名の頭文字の文字コード順に並んでしまう。


「クエリウィザードを使ってクエリを作成/編集する」にチェックが入っていると、

    今後の処理の途中にクエリウィザードが出てくれるので、このようにしておく。　


ソースのmdbの変更が完了したら、必要に応じて、


「クエリウィザードを使ってクエリを作成/編集する」のチェックをはずす。

以上は、次項、「ソースのmdbの変更」の項の、クエリの新規作成時の「データソースの選択」ダイアログにて、

「クエリウィザードを使ってクエリを作成/編集する」にチェックが入っているかいないかの確認場面でも設定できる。

そちらでやったほうが楽かもしれない。

★ソースのmdbの変更

結果表内をクリックする。（もしくは目的の結果表のシートを選ぶ→結果表内のセルにフォーカスがあることを確認する）

「外部データ」ツールバーの「クエリの編集」ボタンを押す。

クエリウィザードが出るので「キャンセル」する。

「MicrosoftQueryを使ってこのクエリの編集を続けますか？」と出るので「はい」を押す。

MSクエリのデザイングリッドの画面が出るので、「MS Access Databaseからのクエリ」という子ウィンドウを閉じる

保存するかどうか聞かれるので「いいえ」で閉じる。

「ファイル」「新規作成」

「クエリウィザードを使ってクエリを作成/編集する」にチェックが入っているかを確認。

万が一、入っていなければ入れる。入っていないと、クエリ結果のフィールド名の並びを、Accessのソースと同じ並びにできないため。

「データベース」タブをクリック

「MS Access Database」をクリック

「OK」

「データベースの選択」ダイアログが出る。

 ダイアログ右側の「フォルダ」ペインにて、新しいソースmdbのパスを指定

 ダイアログ左側の「データベース名」ペインにて、新しいソースmdbのファイル名をクリック。


データベース名の欄にそれが表示されたのを確認してから「OK」する。

「クエリウィザード - 列の選択」ダイアログが出る。

 目的のテーブル名、もしくは、クエリ名を探し、クリックする（青色反転表示される）

 「＞」ボタンを押す。

「クエリの列」ペインに、列名が表示されたら「キャンセル」を押す。

「MicrosoftQueryを使ってこのクエリの編集を続けますか？」と出るので「はい」を押す。

一応、（A)を貼り付けて、mdbのフルパスを変更すればOK。

それをSQLをペインに貼り付けてOKする。

「テーブルの追加」ボタンを押し新しいmdbのパスが表示されてしいるかを確認。

Excelにデータを返す。

●方法02

SQLだけを書き換える。

Excelファイルを保存して閉じる。

SQL書き換え前のmdbのファイル名を変える。

Excelファイルを開く

「ファイル'D:\たけうち\販売報告書.mdb'が見つかりませんでした。」とエラーが出る。

「OK」する。

「ログイン」ダイアログが出る

「データベース」ボタンを押し、新しいmdbを指定し、OKする。

（SQLで書き換えた新しいmdbのパスを指定する）

「ログイン名」が「admin」、「パスワード」が空欄になっていることを確認し


「OK」ボタンを押す。

「クエリウィザード」が表示される。（クエリウィザードを使う設定になっていた場合。いない場合は出ない）

「キャンセル」を押す

「MicrosoftQueryを使ってこのクエリの編集を続けますか？」と出るので「はい」を押す。

MicrosoftQueryのデザイングリッドの画面が出るので、「テーブルの追加」ボタンを押す。

「データベース」の欄が、新しく指定しなおしたmdbになっていることを確認する。

必要に応じてクエリ内容を修正し、Excelにデータを返す。

古いソースmdbのファイル名をもとに戻す。

●Excelファイルが開いた時に、自動的に、MicrosoftQueryの結果表の内容を更新する方法


VBEを開いて、ThisWorkbook モジュールに、以下の例のようなコードを記述します。



▼構文



Worksheets("シート名01").QueryTables("クエリ名01").Refresh BackgroundQuery:=False



▼記述例



Private Sub Workbook_Open()



Worksheets("ソース").QueryTables("MS Access Database からのクエリ_1").Refresh BackgroundQuery:=False



'Worksheets("シート名02").QueryTables("Excel Files からのクエリ").Refresh BackgroundQuery:=False



'Worksheets("シート名03").QueryTables("Excel Files からのクエリ").Refresh BackgroundQuery:=False



'Worksheets("Q_商品マスタ").QueryTables("MS Access Database からのクエリ_1").Refresh BackgroundQuery:=False



'Worksheets("Q_前在庫表").QueryTables("Excel Files からのクエリ").Refresh BackgroundQuery:=False



'Worksheets("Q_本在庫表").QueryTables("Excel Files からのクエリ").Refresh BackgroundQuery:=False



End Sub


まず、プロシージャ名は、「Workbook_Open()」という名前を必ず付けます。


（xlsファイルを開いたときにマクロを実行するには、



「Workbook_Open()」というプロシージャ名にしないといけない、



そういう決まりになっています。


「"ソース"」の部分には、シート名を、


「"MS Access Database からのクエリ_1"」の部分には、MSQueryのクエリ名を書きます。


MSQueryのクエリ名が分からない場合は、以下の方法で調べます。


出てきた名前をコピペすればOKです。


複数のシートのMicrosoftQueryの結果表の内容を一括で更新するには、２行目の、


「'Worksheets("シート名02").QueryTables("Excel Files からのクエリ").Refresh BackgroundQuery:=False」


以降に書いたように、必要に応じて、各シートの結果表の更新をするコードを書きます。


※１シート内にMicrosoftQueryの結果表がある場合、つまり、複数のMSQueryのクエリ名がある場合は



それぞれの MSQueryのクエリ名 の分だけ同じ意味のコードを追加します。



つまり



Worksheets("シート名01").QueryTables("クエリ名01").Refresh BackgroundQuery:=False



Worksheets("シート名01").QueryTables("クエリ名02").Refresh BackgroundQuery:=False



Worksheets("シート名01").QueryTables("クエリ名03").Refresh BackgroundQuery:=False





・




・




・



といったかたちでクエリ名だけを変えて、結果表の数だけ記述していきます。


※ファイル名が正しくないのにこのコードを実行すると、



「実行時エラー 'g':インデックスが有効範囲にありません。」



というエラーになります。

●MSQueryのクエリ名（結果表の名前）を調べる方法

イミディエイトウィンドウで、以下のコマンドを実行します。

? Worksheets("シート名").QueryTables(1).name

配列の要素のインデックス番号は「0」からではなくて、「1」から始まります。

インデックス番号を「0」で実行すると、

「実行時エラー '1004':アプリケーション定義またはオブジェクト定義のエラーです。」

というエラーになります。

※１シート内にMicrosoftQueryの結果表がある場合、つまり、複数のMSQueryのクエリ名がある場合は


? Worksheets("シート名").QueryTables(2).name
'2個目のMSQueryのクエリ名を調べるコード


? Worksheets("シート名").QueryTables(3).name
'3個目のMSQueryのクエリ名を調べるコード


といったかたちで、調べます。


つまり、インデックス番号だけを、２、３、４・・・という風に書き換えて調べます。


結果表の数だけ、これを繰り返します。



※２、３、４、は、結果表を作った順番どおりです。

Chapter8 条件を増やすと、クエリ実行時にアプリケーションエラーが出る場合の対処法

「クエリの条件を〇×個以上にした」時などに、！ボタンで実行した際、

"0x0c024016" の命令が "0x001ea000" のメモリを参照しました。メモリが"read"になることはできませんでした。プログラムを終了するには[OK]をクリックしてください

というエラーが出た場合。

結局、他の条件を付加したらエラーが出なくなった、。

部署IDでの抽出条件を加えたらエラーが出なくなった。

エラーが出ない上位の条件をはさむといいのかもしれない。

第6章 まとめ

いかがでしたでしょうか？

Microsoft Query の利点をほんの少ししかお伝えできなかったかもしれませんが、また、説明自体が上手ではなかったかもしれませんが、でも、「VBAが無くてもいろいろと数字がわかったり、リストアップができそう・・・」というニュアンスは感じていただけましたでしょうか？

Microsoft Queryは本当にデータ管理の手間を省いてくれる良いツールですので是非一度、お試しになってみてください。古い技術ですが、基本的にExcelの全バージョンで使えるのでその意味でもとても便利だと思います。

xls形式でファイルを作っておけば、2007や2010でファイルを作っても2003以前でも使えます（扱える件数の違いはありますが）。

ちなみに、古い＝ダメということはありません。C言語なんて40年以上も前のものですし、複式簿記なんて18世紀末期ごろからあったそうです。

Microsoft Queryもそういった「完成されたもの」である「SQL」がベースになっておりますし、「SQL」自体も、ある意味「世界標準」の理論・機能です。

そういった、世界中の人々が使っているものを覚えておくことは、まったくもって「損は無い」と言えると思います。

そして、全部を覚える必要はありません。

このWord文書をいったん印刷してみて、気になるところだけ読み、また、よく使う機能だけ目印をつけるだけでいいのです。

そして、そういった自分自身で体験したことを、このWordファイルに書き込んで、さらに検索しやすくして、ご自分なりの「データ管理のための辞書・リファレンス」を作ってくだされば本当に便利になると思いますし、僕自身もとてもうれしく思います。

これからもできれば、「どういう数字を知りたかったら、どういうソース表を作ればいいか？」そして「どうMicrosoft Queryを使ったらいいか？」、などもご紹介していけたらなあと思います。

ぜひ、Microsoft Query、SQL、ピボットテーブルを柱に、データ管理をしてみてください。

それがみなさんのお役に立ち、それによってもし、みなさんのデータ管理の「無理・無駄・ムラ」が少しでも減っていくとするなら、ほんとうにうれしく思います。

● D:\Data01\QryTest.xls 内部


（実表＝「経費明細」シート）


�  ※言わばデータベース





● q.xls 内部


（仮想表＝クエリ＝実表を読み込んだもの


＝「経費明細のみクエリ」シート）


�








仮想表にさらに「経費明細のみピボットソース」と名前を付け、また、データ範囲を定義する。


（行と列が増えたり減ったりしても良いように）








                    それをソースに


                   「経費明細のみピボット」


                    を作成し、分析等を行う。





読み出しのみ





データ入力専用のExcelファイル（テーブルファイル）


データ入力はこちらのファイルで行う。


（こちらでしかできない。）





データ抽出＋集計専用のExcelファイル





※こちらでデータ入力しても、実表には反映されない。





条件が設定されている





「経費明細」 表





「従業員マスタ」 表





表には「経費明細」という


名前を定義します。





「実表」とはD:\Data01\QryTest.xlsで


定義済みの「経費明細」表のことです。





クリック





←「提出者」をキーに「氏名」を引っ張ってきて表示した例です。





もとの表を吸い込んでこの表を出すのには、基本的にはドラッグとクリックだけですので、慣れれば１分～３０秒くらいで完了します。





←「提出者」をキーに「部署」を引っ張ってきて表示した例です。


上の表とこの表の切り替えに必要な時間は、ドラッグとクリックだけなので、３０秒くらいで完了です。


もちろん、ここから部署も名前も両方とも表示することも、３０秒ほどでできます。





データ専用xlsファイル





在庫管理01_現在在庫





在庫管理02_在庫推移





顧客別売上01





顧客別売上02





顧客名簿01_自動RFM_9分類





顧客名簿02_自動RFM_5分類





顧客名簿03_手動FM_9分類





集計用xlsファイル群





子ウィンドウのタイトルバーのダブルクリックで最大化します





リレーションを設定する





子ウィンドウのタイトルバー・・・、


このへんをダブルクリックして子ウィンドウを最大化します。





経費


明細





従業員


マスタ





「提出者」列をつかんで、「従業員番号」列に向かってドラッグで重ねます。





結合線。





『 「科目」の列の中を見て、その中で「燃」という文字を含む値を持つ行（レコード）だけに絞り込め 』という意味になります。








